
含
め
具
体
的
な
復
旧
見
通
し

を
示
し
て
い
な
い
。
菅
原
一

秀
経
済
産
業
相
は
一
部
地
域

で
は
今
後
、
１
週
間
以
上
続

く
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
１
３

日
、
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
る

と
と
も
に
住
民
の
生
活
支
援

に
万
全
を
期
す
よ
う
各
閣
僚

に
指
示
し
た
。

　

県
に
よ
る
と
、
農
林
水

産
業
被
害
の
内
訳
は
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
施
設
が

１
３
６
億
円
、
ト
マ
ト
や
ニ

ン
ジ
ン
、
梨
な
ど
作
物
が

４
８
億
円
。
断
水
が
多
い
の

は
南
房
総
市
の
約
６
８
０
０

戸
な
ど
。
復
旧
し
た
地
域
で

一
斉
に
水
が
使
わ
れ
て
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
新
た
な

断
水
が
起
き
た
例
も
あ
っ

千
葉
、
農
水
被
害
１
９
３
億
円

一
部
で
な
お
１
週
間
続
く
恐
れ

停
電
５
日
目
、
依
然
１
９
万
戸

巡
視
船
に
威
嚇
、
北
朝
鮮
船
か

乗
組
員
が
小
銃
構
え
る

の
農
林
水
産
業
の
被
害
額
は

約
１
９
３
億
円
で
、
さ
ら
に

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
市

民
生
活
や
地
元
産
業
に
深
刻

な
影
響
が
出
て
い
る
。

　

南
房
総
、
館
山
両
市
で
は

約
１
万
８
千
戸
が
、
市
原
市

も
１
万
戸
以
上
が
停
電
。
東

電
の
広
報
担
当
者
は
「
１
戸

で
も
多
く
電
気
を
通
せ
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
が
、
千
葉
市
を

　
【
共
同
】
台
風
１
５
号
に

よ
る
大
規
模
停
電
で
、
千
葉

県
で
は
発
生
か
ら
５
日
目
の

１
３
日
も
午
前
１
１
時
現
在

で
約
１
９
万
５
千
戸
の
停
電

が
続
い
た
。
東
京
電
力
は
作

業
を
急
ぐ
が
、
１
２
日
中
の

全
域
復
旧
を
見
込
ん
で
い
た

千
葉
市
で
依
然
約
１
万
６
千

戸
が
残
る
な
ど
遅
れ
て
い

る
。
県
に
よ
る
と
、
約

２
万
７
千
戸
が
断
水
。
県
内

し
、
北
朝
鮮
船
と
み
ら
れ
る

高
速
艇
が
接
近
し
、
乗
組
員

が
小
銃
を
向
け
て
威
嚇
し
て

い
た
こ
と
が
１
３
日
、
海
保

へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

韓
国
「
日
本
離
れ
」
進
む

旅
行
中
止
７
割
、
企
業
も

不
適
切
販
売
１
万
９
５
９
１
件

　【共同】ゆうちょ銀行は１３日、７０歳以上の高齢者に
販売する投資信託で、社内規定に違反し、商品の理解度や
健康状態の確認を怠った不適切な契約が２０１８年度に
計１万９５９１件あったと発表した。投資信託を購入した
全高齢者約２３万５千人を対象に、元本割れで損失が出る
恐れがあるといった商品特性を理解していたかどうか調
査する。かんぽ生命保険による大規模な保険の不正販売に
続く不祥事で、日本郵政グループへの信頼は崩れた。

高
齢
契
約
２
３
万
５
千
人
調
査
へ

台風１５号の影響で傾いた電柱＝１３日午前、千葉県南房
総市（共同）

ゆ
う
ち
ょ
、
投
信
で
確
認
怠
る

染
や
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
整

「
日
本
離
れ
」
の
状
況
が
示

さ
れ
た
。

　

韓
国
文
化
観
光
研
究
院

は
、
日
本
旅
行
の
動
向
に
つ

い
て
８
月
２
３
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査

を
実
施
。
日
本
旅
行
を
中

止
し
た
理
由
の
９
３
・
２
％

を
「
韓
日
関
係
の
悪
化
」
が

占
め
た
。
関
係
が
改
善
す
れ

ば
日
本
に
旅
行
し
た
い
と
の

回
答
は
３
６
・
１
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

韓
国
と
日
本
の
地
方
空
港

を
結
ぶ
路
線
で
は
、
収
益
性

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
１
３

日
の
記
者
会
見
で
「
北
朝
鮮

船
舶
の
可
能
性
が
高
い
と
み

て
、
北
京
の
大
使
館
ル
ー
ト

で
厳
重
に
抗
議
し
た
」
と
明

ら
か
に
し
た
。

　

海
保
に
よ
る
と
８
月
２
３

日
午
前
、
大
和
堆
周
辺
で
取

り
締
ま
り
を
し
て
い
た
水
産

庁
の
船
か
ら
「
船
籍
不
明
の

高
速
艇
が
接
近
し
て
い
る
の

で
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
の

通
報
を
受
け
、
巡
視
船
が

駆
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
能
登

半
島
の
西
北
西
３
７
８
キ
ロ

の
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
で
、
高
速
艇

と
北
朝
鮮
の
国
旗
が
描
か
れ

た
貨
物
船
の
よ
う
な
船
を
確

認
し
た
。
高
速
艇
は
こ
の
船

の
搭
載
艇
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
離
れ
た
が
、
２
４

日
午
前
９
時
ご
ろ
に
も
、
警

戒
中
の
巡
視
船
が
同
一
と
み

ら
れ
る
２
隻
を
発
見
。
高
速

艇
の
船
体
は
濃
い
緑
色
で
、

（１） ２０１９年第５３２７号  ９月 １４日 （土曜日）

記者会見で投資信託の不適切販売を謝罪するゆうちょ銀行と日本郵便の幹部ら
＝１３日午後、東京都千代田区（共同）

米
、
中
国
と
暫
定
合
意
検
討
も

ト
ラ
ン
プ
氏
、
貿
易
協
議
で

　
【
共
同
】
小
泉
進
次
郎
環

境
相
は
１
２
日
、
就
任
後
初

め
て
福
島
県
を
訪
問
し
、
県

庁
で
の
内
堀
雅
雄
知
事
と
の

会
談
で
、
汚
染
土
な
ど
を
保

管
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
を
含

め
た
周
辺
地
域
を
来
週
に
再

訪
す
る
考
え
を
示
し
た
。
会

談
後
の
記
者
会
見
で
は
「
県

民
と
共
に
復
興
を
前
に
進
め

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

　

小
泉
氏
は
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
除

「
恐
ら
く
検
討
す
る
だ
ろ
う
」

と
述
べ
た
。
知
的
財
産
権
保

護
や
産
業
補
助
金
の
削
減
な

ど
、
中
国
の
構
造
問
題
全
て

を
網
羅
し
た
合
意
を
目
指
す

従
来
方
針
は
維
持
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
１
日
、

建
国
７
０
周
年
を
迎
え
る
中

国
に
配
慮
し
て
制
裁
関
税
の

税
率
引
き
上
げ
を
先
送
り

し
、
柔
軟
姿
勢
を
示
し
た
。

中
国
も
米
農
産
品
の
新
規
購

入
の
手
続
き
を
再
開
す
る
な

ど
、
米
中
双
方
が
融
和
ム
ー

ド
を
演
出
し
て
い
た
。

　

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信
は

関
係
者
の
話
と
し
て
、
米
政

権
内
部
で
暫
定
合
意
に
向

け
た
議
論
が
行
わ
れ
た
と
報

道
。
中
国
が
知
財
保
護
と
米

農
産
品
の
購
入
を
約
束
す
れ

ば
、
１
２
月
１
５
日
に
予
定

し
て
い
る
残
り
の
制
裁
第
４

弾
の
発
動
を
や
め
る
こ
と

や
、
１
０
月
１
５
日
に
先
送

り
し
た
制
裁
関
税
第
１
〜
３

弾
の
税
率
引
き
上
げ
を
再
延

期
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
と

い
う
。

　

米
中
両
政
府
は
１
０
月
初

旬
に
閣
僚
級
協
議
を
開
催
す

る
予
定
。
構
造
問
題
を
巡
る

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
１
２
日
、
中
国
と
の
貿

易
問
題
を
巡
り
、
協
議
事
項

を
絞
り
込
む
「
暫
定
的
な
合

意
」
も
検
討
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
述
べ
た
。
長
期
化
す

る
貿
易
摩
擦
で
米
経
済
の
減

速
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。

再
選
を
狙
う
大
統
領
選
を
意

備
を
加
速
さ
せ
る
考
え
を
示

し
て
い
る
。
環
境
省
は
、
県

内
各
地
の
仮
置
き
場
に
あ
る

汚
染
土
の
同
施
設
へ
の
搬
入

を
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
完

福
島
復
興
を
進
め
る
と
小
泉
氏

来
週
再
訪
の
考
え
知
事
に
伝
達

　
【
共
同
】
日
本
海
の
好
漁

場
・
大
和
堆
周
辺
で
８
月
下

旬
、
外
国
漁
船
の
違
法
操
業

の
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
海

上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
対

識
し
、
対
立
激
化
を
回
避
す

る
た
め
一
時
休
戦
を
視
野
に

入
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
２
日
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
記
者
団

に
対
し
「
取
引
す
る
か
し
な

い
か
だ
」
と
指
摘
し
「
包
括

的
な
合
意
の
方
が
い
い
」
と

強
調
し
た
。
一
方
で
暫
定
的

な
合
意
に
つ
い
て
問
わ
れ

の
悪
化
に
よ
る
運
休
や
減
便

が
相
次
い
で
い
る
。
１
２
日

か
ら
韓
国
で
始
ま
っ
た
秋
夕

（
中
秋
節
）
の
連
休
で
も
日

本
旅
行
は
低
調
だ
。

　

輸
出
規
制
強
化
の
影
響
や

対
応
策
を
聞
い
た
大
韓
商
工

会
議
所
の
調
査
で
は
、
対

象
企
業
の
５
６
％
が
取
引
先

を
変
更
す
る
な
ど
し
て
「
対

日
依
存
度
を
下
げ
協
力
関

係
を
縮
小
す
る
」
と
回
答
。

６
６
・
６
％
は
「（
日
本
企
業

と
の
）
取
引
関
係
上
の
信
頼

が
弱
ま
っ
た
」
と
答
え
た
。

　

一
方
で
「
一
時
的
に
関
係

が
悪
化
し
て
も
協
力
は
続
け

る
」
と
の
回
答
も
４
４
％

あ
っ
た
。

札幌市東区の公園で見られた中秋の名月＝
１３日午後５時５６分（共同）

列
島
照
ら
す

中
秋
の
名
月

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
会
場
も

　
【
ロ
ー
マ
共
同
＝
津
村
一

史
】
ロ
ー
マ
法
王
庁
（
バ
チ

カ
ン
）
は
１
３
日
、
法
王
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
が
１
１
月
２
３

〜
２
６
日
の
日
程
で
訪
日

し
、
東
京
、
広
島
、
長
崎

を
訪
れ
る
と
正
式
発
表
し

た
。
核
兵
器
廃
絶
の
重
要

性
を
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た

法
王
が
被
爆
地
か
ら
平
和
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。

１
９
８
１
年
２
月
に
広
島
と

長
崎
を
訪
れ
た
故
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
２
世
以
来
、
３
８
年

ぶ
り
２
度
目
の
法
王
訪
日
と

な
る
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
１
３

日
の
記
者
会
見
で
、
法
王
の

訪
問
に
つ
い
て
「
国
際
社
会

に
対
し
、
被
爆
の
実
相
に
関

す
る
正
確
な
発
信
を
行
う
上

で
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。
来

日
中
に
天
皇
陛
下
と
会
見

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
の

政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
は

１
３
日
ま
で
に
、
日
本
の

韓
国
向
け
輸
出
規
制
強
化

後
、
日
本
旅
行
を
計
画
し
て

い
た
約
５
３
０
人
の
う
ち

６
９
・
３
％
が
旅
行
を
中
止

し
た
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
発
表
し
た
。
大
韓

商
工
会
議
所
も
、
日
本
と
取

引
の
あ
る
韓
国
企
業
の
う
ち

５
０
０
社
を
調
べ
た
結
果
、

過
半
数
が
「
対
日
依
存
度
を

下
げ
る
」と
答
え
た
と
公
表
。

了
さ
せ
る
方
針
。
施
設
の
用

地
交
渉
で
は
、
今
年
８
月
末

時
点
で
予
定
面
積
の
約
７
割

に
当
た
る
１
１
１
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
確
保
し
た
。

　

会
談
で
内
堀
知
事
は
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
建
設
受
け
入

れ
を
「
苦
渋
の
決
断
だ
っ

た
」
と
強
調
し
、
汚
染
土
は

計
画
通
り
３
０
年
以
内
に
県

外
で
最
終
処
分
す
る
よ
う
念

押
し
し
た
。
小
泉
氏
は
「
約

束
を
守
れ
る
よ
う
全
力
を
尽

く
す
」
と
応
じ
た
。
汚
染
土

搬
入
が
本
格
化
し
て
き
た
点

に
触
れ
「
安
全
に
輸
送
が
行

わ
れ
る
よ
う
責
任
を
持
ち
た

い
」
と
伝
え
た
。

　

記
者
会
見
で
小
泉
氏
は
、

原
田
義
昭
前
環
境
相
が
第
１

原
発
の
処
理
水
は
海
洋
放
出

す
る
し
か
な
い
と
発
言
し
た

こ
と
を
受
け
、
内
堀
知
事
と

の
会
談
前
に
同
県
い
わ
き
市

の
小
名
浜
港
を
訪
れ
漁
業
関

係
者
に
陳
謝
し
た
と
明
ら
か

に
し
「
積
み
上
げ
て
き
た
信

頼
が
揺
ら
い
だ
な
ら
ば
全
力

で
立
て
直
す
」
と
話
し
た
。

　

小
泉
氏
は
１
３
年
か
ら

１
５
年
ま
で
復
興
政
務
官
を

務
め
た
。
今
回
の
初
入
閣
で

は
環
境
相
と
原
子
力
防
災
担

当
相
を
兼
務
し
て
い
る
。

全
長
１
５
〜
２
０
メ
ー
ト

ル
。
船
首
部
分
に「
１
１
４
」

の
表
記
が
あ
り
、
北
朝
鮮
海

軍
の
よ
う
な
旗
が
掲
げ
ら

れ
、
一
時
巡
視
船
か
ら
３
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
接
近
し
た
。

　

艇
内
に
迷
彩
服
の
よ
う
な

服
を
着
た
３
人
を
確
認
し
、

１
人
は
小
銃
を
巡
視
船
に
向

け
て
構
え
、
１
人
は
ビ
デ
オ

撮
影
を
し
て
い
た
と
い
う
。

発
砲
は
な
か
っ
た
。
巡
視
船

が
動
向
を
注
視
し
て
い
た
と

　

社
内
規
定
で
は
、
高
齢
者

に
投
資
信
託
を
売
る
と
き
は

勧
誘
時
と
契
約
時
の
２
回
、

健
康
状
態
や
理
解
度
を
確
か

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
約
１
万
５
千
人
の
高
齢

者
へ
の
販
売
で
守
っ
て
い
な

か
っ
た
。
中
に
は
複
数
の
投

資
信
託
を
購
入
し
た
高
齢
者

も
い
る
。
勧
誘
を
受
け
た
際

に
損
失
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
十
分
に
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

記
者
会
見
し
た
ゆ
う
ち
ょ

銀
の
西
森
正
広
常
務
執
行
役

は
謝
罪
し
た
上
で
「
経
営
陣

も
（
責
任
を
）
重
く
受
け
止

め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
日

本
郵
便
の
高
橋
康
弘
執
行
役

員
は
、
現
在
自
粛
し
て
い
る

郵
便
局
で
の
投
資
信
託
の
販

売
を
１
０
月
下
旬
に
再
開
し

た
い
と
語
っ
た
が
、
拙
速
な

再
開
に
批
判
が
出
そ
う
だ
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
は
既
に
約

１
万
５
千
人
を
対
象
に
投
資

信
託
の
理
解
度
を
確
認
す
る

作
業
を
始
め
た
。
理
解
度
に

疑
問
が
生
じ
た
場
合
は
「
適

切
に
対
応
す
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
投

資
信
託
を
購
入
し
た
７
０
歳

以
上
の
全
顧
客
約
２
２
万
人

に
、
理
解
度
を
確
認
す
る
手

紙
を
１
０
月
中
に
送
付
し
、

担
当
者
が
順
次
連
絡
す
る
と

い
う
。

　

不
適
切
販
売
の
約
９
割
に

当
た
る
１
万
７
７
０
０
件

は
ゆ
う
ち
ょ
銀
の
直
営
店

で
見
つ
か
っ
た
。
残
り
の

１
８
９
１
件
は
販
売
を
委
託

す
る
郵
便
局
だ
っ
た
。
直
営

２
３
３
店
の
う
ち
２
１
３

店
、
投
資
信
託
を
取
り
扱
う

郵
便
局
１
５
４
０
局
の
う
ち

１
８
７
局
が
社
内
規
定
に
違

反
し
て
お
り
、
販
売
員
は
調

査
に
対
し
「
確
認
の
手
間
を

か
け
た
く
な
か
っ
た
」「
確

認
し
な
く
て
も
問
題
に
な
ら

　
【
共
同
】
旧
暦
の
８
月

１
５
日
に
当
た
る
１
３
日

夜
、
各
地
の
空
に
「
中
秋
の

名
月
」
が
姿
を
現
し
た
。
東

し
、
安
倍
晋
三
首
相
と
会
談

す
る
予
定
だ
と
明
ら
か
に
し

た
。
宮
内
庁
に
よ
る
と
天
皇

陛
下
と
ロ
ー
マ
法
王
が
会
見

す
る
の
は
初
め
て
。

　

バ
チ
カ
ン
は
声
明
を
出

し
、
現
在
の
日
本
で
は
近
隣

諸
国
と
の
関
係
や
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
な
ど
「
平
和
や

生
命
に
関
す
る
問
題
が
山
積

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

安
倍
首
相
が
２
０
１
４
年

に
バ
チ
カ
ン
で
法
王
と
会
談

し
来
日
を
招
請
し
た
。
カ
ト

リ
ッ
ク
関
係
者
を
中
心
に
東

日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
訪

問
も
期
待
さ
れ
て
い
た
が
見

送
ら
れ
た
。
た
だ
バ
チ
カ
ン

は
東
京
で
被
災
者
と
法
王
の

交
流
を
図
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

１
３
年
に
就
任
し
た
法
王

は
翌
年
、
世
界
各
地
で
戦
争

が
続
く
現
状
に
憂
慮
を
示

し
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆
の

歴
史
か
ら
「
人
類
は
何
も
学

ん
で
い
な
い
」
と
発
言
。
被

爆
者
ら
と
面
会
し
た
際
に
は

核
保
有
へ
の
明
確
な
批
判
を

し
て
い
る
。

　

昨
年
１
月
、
原
爆
投
下
後

の
長
崎
で
撮
ら
れ
た
と
さ
れ

る
「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」

の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
カ
ー

ド
を
周
囲
に
配
布
す
る
な

ど
、
一
貫
し
て
被
爆
地
へ
の

強
い
関
心
を
示
し
て
き
た
。

　

法
王
は
２
４
日
に
広
島
と

長
崎
を
訪
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
（
東
京
）
に

よ
る
と
、
２
４
日
午
後
２
時

か
ら
長
崎
市
の
長
崎
県
営
野

球
場
で
、
２
５
日
午
後
４
時

か
ら
東
京
都
文
京
区
の
東
京

ド
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
ミ
サ
を

執
り
行
う
。

　

訪
日
に
先
立
ち
法
王
は
タ

イ
を
２
０
〜
２
３
日
に
訪
れ

る
。

た
。
県
は
停
電
が
解
消
し
て

も
当
分
の
間
は
節
水
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

約
４
千
戸
が
断
水
し
て
い

る
県
東
部
の
多
古
町
で
は
、

地
下
水
を
井
戸
で
く
み
上
げ

る
ポ
ン
プ
が
停
電
で
動
か
な

い
た
め
水
が
供
給
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、
自
衛

隊
が
給
水
活
動
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
飲
料
水
入
り
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
配
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
通
信

環
境
が
悪
く
、
住
民
に
情
報

が
伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
台
風
が
通
過
し
た

９
日
か
ら
運
休
が
続
い
て
い

た
房
総
半
島
海
沿
い
の
Ｊ
Ｒ

内
房
線
や
外
房
線
の
一
部
区

間
は
１
３
日
、
運
転
を
再
開

し
た
。

こ
ろ
、
離
れ
て
い
っ
た
。

　

海
保
は
、
大
和
堆
周
辺
の

Ｅ
Ｅ
Ｚ
で
、
北
朝
鮮
漁
船
に

よ
る
違
法
操
業
の
取
り
締
ま

り
を
続
け
て
い
る
。
現
在
は

イ
カ
の
漁
期
と
い
う
。

　

江
藤
拓
農
相
は
１
３
日
の

閣
議
後
の
記
者
会
見
で「（
外

国
船
が
）
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に

入
っ
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、

海
上
保
安
庁
と
協
力
し
て
毅

然
と
し
た
対
応
を
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

双
方
の
主
張
の
隔
た
り
は
依

然
と
し
て
大
き
い
だ
け
に
、

交
渉
は
難
航
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

び
、
仮
設
ス
タ
ン
ド
に
張
ら

れ
た
横
断
幕
に
あ
し
ら
わ
れ

た
Ｗ
杯
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
照

ら
し
た
。

　

大
阪
市
浪
速
区
の
通
天
閣

で
は
午
後
７
時
半
ご
ろ
、
厚

い
雲
の
間
か
ら
円
い
月
が
見

え
た
。
通
り
す
が
っ
た
男
女

が
「
き
れ
い
や
な
」
と
声
を

交
わ
し
な
が
ら
、
つ
か
の
間

の
月
を
め
で
た
。

な
い
と
思
っ
た
」
な
ど
と
話

し
た
と
い
う
。

日
本
大
震
災
の
被

災
地
岩
手
県
釡
石

市
で
は
、
２
０
日

に
開
幕
す
る
ラ
グ

ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

の
会
場
に
な
る

「
釡
石
鵜
住
居
復

興
ス
タ
ジ
ア
ム
」

を
月
光
が
照
ら
し

た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
の

東
の
空
に
は
午
後

７
時
す
ぎ
、
黄
色

に
輝
く
月
が
浮
か

法王１１月訪日を正式発表
８１年以来、２度目

被爆地から核廃絶発信へ



最
後
の
最
高
裁
審
理
に
出
席

ら
逃
げ
る
な
ど
、
火
災
発
生

直
後
の
現
場
の
人
た
ち
の
慌

て
た
様
子
が
伺
え
る
。

　

入
院
患
者
救
出
は
、
病
院

職
員
や
消
防
士
た
ち
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
第
１
集
中
治

療
室
の
入
院
患
者
た
ち
は

１
９
時
３
０
分
に
は
、
病
院

脇
の
路
上
で
救
急
措
置
を
受

け
て
い
た
。
第
２
集
中
治
療

室
の
患
者
も
そ
れ
に
続
い

た
。
病
院
職
員
ら
２
２
４
人

は
全
員
無
事
に
避
難
し
た
。

　

だ
が
、
現
場
付
近
の
電
気

が
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、

火
災
に
伴
う
黒
煙
が
は
げ
し

く
あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
救

出
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。

火
災
は
２
１
時
半
頃
に
鎮
火

し
、
２
２
時
頃
か
ら
は
消
防

隊
が
電
灯
を
使
っ
て
病
棟
内

の
捜
索
活
動
を
は
じ
め
た
。

１
２
日
２
２
時
過
ぎ
の
報
道

で
は
「
少
な
く
と
も
１
人
が

死
亡
」
だ
っ
た
が
、
夜
を
徹

し
た
捜
索
活
動
で
は
１
１
人

　
９
月
１
７
日
で
任
期
切
れ
と
な
る
連
邦
検
察
庁
特
捜
局
（
Ｐ
Ｇ
Ｒ
）
の
ラ
ケ
ル
・

ド
ッ
ジ
長
官
が
１
２
日
、
連
邦
検
察
庁
（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
）
代
表
者
と
し
て
は
最
後
の
最

高
裁
審
理
に
参
加
し
た
と
、
１
２
、１
３
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

た
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
検

察
の
独
立
性
を
擁
護
し
、
最

高
裁
の
業
績
も
賞
賛
し
た
。

「
伯
国
だ
け
で
な
く
、
世
界

中
で
、
法
の
支
配
、
基
本
的

な
人
権
の
尊
重
、
全
て
の
世

代
に
と
っ
て
健
康
的
な
環
境

の
保
護
な
ど
に
反
対
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
検
察
の
責
任

は
極
め
て
重
要
だ
が
、
過
剰

な
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
、

常
に
憲
法
の
定
め
る
原
則

に
則
っ
て
法
律
が
運
用
さ
れ

続
け
る
た
め
に
、
最
高
裁
が

負
う
責
任
も
ま
た
重
要
」
と

語
っ
た
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
、
大
型

汚
職
摘
発
捜
査
の
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
に

も
触
れ
、「
汚
職
と
戦
う
検

察
官
た
ち
に
は
サ
ポ
ー
ト
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ク
リ

チ
ー
バ
、
聖
市
、
リ
オ
の
Ｌ

Ｊ
特
捜
班
の
人
員
も
増
や
し

た
し
、
予
算
も
つ
け
た
」
と

語
っ
た
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
、
最
高
裁

審
理
の
後
、
記
者
団
に
も
口

を
開
い
た
。「
２
１
世
紀
に

　

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
で

「
殺
人
犯
を
殺
し
た
人
に
は

１
万
レ
ア
ル
の
褒
美
を
」
と

発
言
し
て
物
議
を
か
も
し
た

州
議
員
が
い
る
。
こ
の
人
物

は
退
役
軍
警
の
カ
ピ
タ
ン
・

ア
ス
ン
ソ
ン
州
議
で
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
同
じ
、
民

主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の

お
け
る
人
類
の
大
き
な
課
題

は
、
民
主
主
義
を
殺
さ
な
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
民

主
主
義
は
発
展
も
す
る
が
、

後
退
も
す
る
。
世
界
情
勢
に

お
い
て
、
自
由
民
主
主
義
後

退
の
兆
候
を
感
じ
取
っ
て
い

る
。
伯
国
で
は
そ
ん
な
こ
と

は
起
き
て
欲
し
く
な
い
」
と

記
者
た
ち
に
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社

会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
５

日
、
ド
ッ
ジ
氏
の
後
任
と
し

て
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス

連
邦
検
察
庁
副
長
官
を
指
名

し
た
。
同
氏
は
上
院
憲
政
委

員
会
で
試
問
を
受
け
、
同
委

員
会
と
上
院
本
会
議
で
承
認

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
同
氏

の
試
問
は
９
月
２
５
日
に
予

定
さ
れ
て
お
り
、
ド
ッ
ジ
長

汚
職
捜
査
へ
の
後
押
し
も
強
調

の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。

　

死
亡
し
た
人
の
身
元
は
、
１
３
日
１
５
時
ま
で
に
全
て

確
認
さ
れ
た
。
犠
牲
者
は
全

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

火
災
の
原
因
は
当
初
、「
発

電
機
の
シ
ョ
ー
ト
」
と
目
さ

れ
て
い
た
。
病
院
側
に
よ
る

と
、
火
災
が
起
こ
る
前
に
少

な
く
と
も
２
度
、
電
源
が
落

ち
て
い
た
と
い
う
。

　

火
災
発
生
に
気
づ
い
た
同

病
棟
の
入
院
患
者
や
職
員
た

ち
は
、
た
だ
ち
に
避
難
を
は

じ
め
た
。
そ
の
中
の
あ
る
女

性
は
、
シ
ー
ツ
を
ロ
ー
プ
代

わ
り
に
使
い
、
３
階
の
窓
か

　

リ
オ
北
部
に
あ
る
バ
ジ
ン

病
院
で
１
２
日
夕
方
、
火
災

が
発
生
し
、
１
３
日
正
午
現

在
で
１
１
人
の
死
者
が
出
る

大
惨
事
と
な
っ
た
。
１
３
日

付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ

て
い
る
。

　

リ
オ
市
マ
ラ
カ
ナ
ン
地
区

に
あ
る
バ
ジ
ン
病
院
で
の
火

災
は
、
１
２
日
１
８
時
３
０

分
頃
、
２
棟
あ
る
病
棟
の
内

の
第
１
病
棟
か
ら
は
じ
ま
っ

た
。
こ
れ
ら
の
病
棟
が
建

て
ら
れ
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
、

２
０
０
０
年
と
２
０
１
８
年

で
、
建
築
物
と
し
て
は
古
い

入
院
患
者
１
１
人
が
死
亡

知
事
ら
が
３
国
大
使
と
会
談

発
電
機
が
シ
ョ
ー
ト
か
？

て
９
６
歳
を
頭
と
す
る
高
齢

者
で
、
ほ
と
ん
ど
は
煙
に
よ

る
窒
息
死
だ
っ
た
が
、
治
療

用
の
機
材
が
外
れ
て
死
亡
し

た
患
者
も
い
た
よ
う
だ
。

　

避
難
し
た
人
々
は
病
院
前

の
路
上
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た

マ
ッ
ト
レ
ス
で
救
急
措
置
を

受
け
た
。
重
病
者
は
当
初
、

病
院
の
隣
の
保
育
所
に
運
ば

れ
た
が
、
１
０
３
人
い
た
入

院
患
者
の
内
９
０
人
は
、
そ

の
後
、
被
害
を
免
れ
た
病
棟

や
系
列
の
病
院
な
ど
、
９
カ

所
に
移
送
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
延
焼
や
病
院
の
壁

倒
壊
な
ど
を
恐
れ
た
近
隣
住

民
も
大
急
ぎ
で
避
難
し
た
。

近
隣
住
民
も
、
入
院
患
者
の

救
出
を
手
伝
っ
て
い
る
。

　

火
災
の
原
因
は
ま
だ
調
査

中
だ
が
、
１
３
日
昼
現
在
で

は
、
発
電
機
の
一
つ
で
短
絡

（
シ
ョ
ー
ト
）
が
起
き
た
と

の
見
方
が
有
力
な
よ
う
だ
。

は
語
っ
た
。
人
々
の
権
利
と

い
う
言
葉
に
は
、
表
現
の
自

由
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
検
察
庁
出
身
で
、

最
高
裁
で
は
最
も
経
歴
の
長

い
セ
ル
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判
事

も
、
ド
ッ
ジ
長
官
の
仕
事
ぶ

り
を
賞
賛
し
、
検
察
の
独
立

性
を
支
持
。「
検
察
は
特
定

の
人
物
に
も
、
特
定
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
た
組
織
に

も
仕
え
な
い
し
、
政
党
の
支

配
下
に
も
置
か
れ
な
い
。
ま

た
、
伯
国
連
邦
共
和
国
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
で
、
い
か

に
強
力
な
権
力
者
に
も
、
お

も
ね
る
こ
と
は
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
は
返
礼
と
し

て
、「
在
職
中
は
汚
職
や
腐

敗
と
戦
い
、女
性
や
先
住
民
、

少
数
民
族
の
権
利
、
環
境
保

護
の
た
め
に
も
戦
っ
て
き

１３日の火災での救出作業の様子
（Fernando Frazão\Agencia Brasil）

ラケル・ドッジ長官
（Marcelo Camargo/Ag. Brasil）

後
任
の
信
任
投
票
は
今
月
下
旬

アマゾン森林火災

官
の
退
任
か
ら
新
長
官
の
就

任
ま
で
の
空
白
期
間
は
、
連

邦
検
察
庁
上
級
審
議
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
）
副
議
長
の
ア
ウ

シ
デ
ス
・
マ
ル
チ
ン
ス
Ｐ
Ｇ

Ｒ
副
長
官
が
暫
定
的
に
Ｐ
Ｇ

Ｒ
長
官
を
務
め
る
。

所
属
だ
。
同
州
議
は
、
州
内

で
起
き
た
３
５
歳
の
女
性
が

４
歳
の
子
供
の
前
で
射
殺
さ

れ
た
事
件
に
憤
慨
し
、
州
議

会
で
こ
の
事
件
を
議
題
に
出

し
た
際
、
前
述
の
内
容
を
口

走
っ
た
と
い
う
。
今
や
こ
の

発
言
は
、
州
は
お
ろ
か
、
全

国
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
ま
で

報
じ
ら
れ
、
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
西
部
劇
の
世
界
な
ら

そ
の
モ
ラ
ル
で
も
許
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
を
敬
愛
し
て
政
界
に

飛
び
込
ん
で
き
た
人
の
実
例

を
知
る
上
で
は
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

グ
ロ
ー
ボ
局
の
昼
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ジ
ョ
ル
ナ

ル
・
オ
ー
ジ
（
Ｊ
Ｈ
）」
の

キ
ャ
ス
タ
ー
を
１
６
年
間
つ

と
め
、「
昼
の
顔
」
と
し
て

知
ら
れ
て
き
た
サ
ン
ド
ラ
・

ア
ネ
ン
ベ
ル
グ
が
、
１
３
日

の
放
送
を
も
っ
て
、
番
組
に

別
れ
を
告
げ
た
。
サ
ン
ド
ラ

は
今
後
、
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
同
局
に
貢
献
す
る
。
後
任

は
夜
の
報
道
番
組
「
ジ
ョ
ル

ナ
ル
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
」
の
天

気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
お
な
じ
み

の
マ
ジ
ュ
・
コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ

で
、
黒
人
女
性
と
し
て
は
初

の
Ｊ
Ｈ
の
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス

タ
ー
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
の
注
目
カ
ー
ド

は
、
今
日
マ
ラ
カ
ナ
ン
・
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
首
位

攻
防
戦
の
フ
ラ
メ
ン
ゴ
対
サ

ン
ト
ス
戦
だ
。
フ
ラ
メ
ン
ゴ

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ジ
ョ
ル

ジ
ェ
・
ジ
ェ
ズ
ス
、
サ
ン
ト

ス
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
ホ

ル
へ
・
サ
ン
パ
オ
リ
と
、
共

に
「
Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
」
と
い
う

名
の
外
国
人
監
督
が
チ
ー
ム

を
率
い
て
お
り
、
好
調
な
点

で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
試
合
に
勝
っ
て
、
優
位
に

た
つ
の
は
ど
ち
ら
か
？

　
【
既
報
関
連
】
１
３
日
か

ら
始
ま
っ
た
勤
続
期
間
保
障

基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
の
支
払

い
の
た
め
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
取
り

扱
い
銀
行
の
連
邦
貯
蓄
銀
行

（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
は
、
営
業

時
間
を
延
長
し
て
対
応
し
て

い
る
と
、
１
２
、１
３
日
付

ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が

報
じ
た
。

　

連
邦
政
府
は
、
景
気
刺
激

策
と
し
て
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
口
座

か
ら
の
引
き
出
し
を
１
口
座

に
つ
き
最
大
５
０
０
レ
ア
ル

ま
で
認
め
た
。

　

各
支
店
の
営
業
時
間
は
ま

ち
ま
ち
だ
が
、
通
常
１
１
時

営
業
開
始
の
支
店
は
９
時
か

ら
、
通
常
１
０
時
か
ら
の
支

店
は
８
時
か
ら
、
通
常
９
時

か
ら
の
支
店
は
開
始
時
間
を

１
時
間
早
め
て
８
時
か
ら
営

業
し
、
営
業
終
了
時
間
を
通

常
か
ら
１
時
間
遅
ら
せ
て
対

応
す
る
。
ま
た
、
通
常
８
時

営
業
開
始
の
支
店
は
、
開
始

時
間
は
そ
の
ま
ま
で
、
終
了

時
間
を
２
時
間
遅
ら
せ
る
。

　

ま
た
、
１
４
日
の
土
曜
日

も
、
９
時
か
ら
１
５
時
ま
で

営
業
す
る
。
平
日
の
営
業
時

間
延
長
措
置
は
、
１
６
、１

７
日
も
採
用
さ
れ
る
。

　

７
月
２
４
日
ま
で
に
開
設

さ
れ
た
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
の
貯
蓄

預
金
（
ポ
ウ
パ
ン
サ
）
口
座

所
有
者
に
は
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
口

座
か
ら
自
動
的
に
金
が
振
込

ま
れ
る
。
こ
の
自
動
振
込
み

は
、
誕
生
月
別
に
時
間
を
置

い
て
行
わ
れ
、
１
３
日
に
振

り
込
ま
れ
た
の
は
誕
生
月
が

１
〜
４
月
の
人
だ
。
５
〜
８

月
生
ま
れ
の
人
は
９
月
２
７

日
に
、
９
〜
１
２
月
生
ま
れ

の
人
は
１
０
月
９
日
に
振
り

込
ま
れ
る
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
副
頭
取
の
バ

ル
テ
ル
・
ヌ
ネ
ス
氏
は
、「
引

き
落
と
し
開
始
に
よ
っ
て
、

ど
れ
く
ら
い
支
店
業
務
が
増

え
る
か
を
分
析
し
、
今
後
の

引
き
出
し
開
始
日
も
同
様
に

対
応
す
る
か
を
検
討
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
よ
る
と
、

約
３
０
０
万
人
が
Ｆ
Ｇ
Ｔ

Ｓ
積
み
立
て
資
金
の
自
動
振

込
み
を
受
け
る
。
ま
た
、
Ｃ

ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
持
っ
て
い
る
の
が

（
貯
蓄
口
座
で
は
な
く
）
通

常
口
座
の
人
も
、
口
座
へ
の

振
込
み
を
要
請
で
き
る
。

　
【
既
報
関
連
】
法
定
ア
マ
ゾ

ン
９
州
で
の
森
林
伐
採
と
そ

れ
に
伴
う
森
林
火
災
の
急
増

が
国
内
外
で
注
目
の
的
と
な

る
中
、
１
３
日
に
ブ
ラ
ジ
リ

ア
で
、
域
内
の
知
事
や
副
知

事
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ド
イ
ツ
、

英
国
の
大
使
と
の
会
合
が
開

か
れ
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
な
ど
が
報
じ
た
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ド
イ
ツ
は
ア

マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
撲
滅
と

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

ア
マ
ゾ
ン
基
金
の
主
要
出
資

者
で
、
０
９
〜
１
８
年
に
集

ま
っ
た
資
金
３
４
億
レ
ア
ル

の
内
、
９
３
・
８
％
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
５
・
７
％
は
ド
イ
ツ

が
寄
付
。
残
り
の
０
・
５
％

は
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
が
出
資
し
て

い
た
。

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

は
同
基
金
を
域
内
の
州
政
府

や
環
境
団
体
な
ど
に
回
す
事

を
停
止
。
資
金
運
用
の
見
直

し
や
、
森
林
保
護
な
ど
へ
の

資
金
を
所
有
地
に
環
境
保
護

区
の
あ
る
地
主
へ
の
賠
償
金

支
払
な
ど
に
利
用
す
る
事
な

ど
を
提
案
し
て
い
た
。

　

こ
の
間
は
、
伐
採
監
視
な

ど
を
行
う
連
邦
機
関
に
さ
え

資
金
が
回
ら
ず
、
森
林
伐
採

が
急
増
し
、
火
災
も
多
発
。

こ
れ
を
受
け
、
ド
イ
ツ
と
ノ

ル
ウ
ェ
ー
は
８
月
に
基
金
へ
の

拠
金
を
差
し
止
め
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
対
策
へ
の
批
判

は
国
内
外
で
高
ま
り
、
主
要

７
カ
国
（
Ｇ
７
）
首
脳
会
議

が
火
災
対
策
へ
の
資
金
提
供

を
申
し
出
た
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
政
権
は
拒
否
。
だ
が
、
域

内
の
知
事
や
農
牧
族
議
員
か

ら
も
対
策
を
望
む
声
が
高
ま

り
、
連
邦
政
府
が
８
月
２
４

日
に
火
災
対
策
を
発
表
。
そ

の
後
に
申
し
出
た
英
国
の
資

金
提
供
は
受
け
入
れ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
Ｇ

７
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド
イ
ツ
の

支
援
は
、
伯
国
の
も
の
で
あ

る
ア
マ
ゾ
ン
を
食
い
物
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
証
拠
と
の

見
方
を
示
し
て
い
た
。
だ
が
、

英
国
大
使
は
１
３
日
、
ア
マ

ゾ
ン
が
伯
国
の
主
権
下
に
あ

る
事
を
認
め
た
上
、
環
境
問

題
は
世
界
的
な
問
題
だ
か
ら

国
際
社
会
も
関
心
を
示
す
の

で
あ
り
、
会
合
に
参
加
し
た

３
国
は
皆
、
同
じ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。

大
使
達
は
、
伯
国
政
府
や
州

政
府
が
現
状
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
ど
ん
な
方
法
で
解

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
た
め
に
ど
ん
な
支
援
が

出
来
る
の
か
を
知
り
た
い
と

し
て
い
る
。

　

今
回
の
会
合
の
焦
点
は
法

定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
伐
採

や
森
林
火
災
だ
が
、
伯
国
で

の
森
林
火
災
は
全
国
的
な

も
の
で
、
１
２
日
に
は
、
世

界
最
大
級
の
熱
帯
性
湿
地

で
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ

れ
て
い
る
パ
ン
タ
ナ
ル
で
も
、

１
１
日
現
在
の
森
林
火
災
が

３
３
４
％
増
の
４
５
１
５
件

に
達
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
と
南

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
は
同
日
、

緊
急
事
態
を
宣
言
し
た
。

　

１
１
日
現
在
の
森
林

火
災
は
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン

４
９
・
６
％
、
セ
ラ
ー
ド

３
３
％
、大
西
洋
岸
森
林
９
・

７
％
、パ
ン
タ
ナ
ル
４
・１
％
、

カ
ア
チ
ン
ガ
２
・
８
％
、
パ
ン

パ
０
・
９
％
だ
。
８
月
２
０

日
現
在
の
法
定
ア
マ
ゾ
ン
の

比
率
は
５
２
・
５
％
だ
っ
た
か

ら
、
軍
な
ど
も
導
入
し
た
火

災
対
策
の
効
果
は
出
て
き
た

よ
う
だ
が
、
焼
失
し
た
森
林

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
。

監
視
活
動
な
ど
の
予
防
策
に

資
金
を
割
か
な
か
っ
た
事
に

よ
る
つ
け
は
大
き
い
。

　

入
院
先
の
医
師
た
ち
の
判

断
に
よ
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
の
公
務
復
帰
が
４
日

延
び
て
１
７
日
に
な
る
と
、

１
２
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

昨
年
９
月
６
日
の
刺
傷
事
件

で
腹
部
に
受
け
た
傷
が
ヘ
ル

ニ
ア
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
８
日
に
聖
市
内
の
病

院
で
手
術
を
受
け
、
入
院
し

て
い
る
。

　

当
初
、
職
務
復
帰
は
１
３

日
か
ら
の
は
ず
だ
っ
た
が
、

担
当
医
師
団
は
、「
め
ざ
ま

し
い
回
復
振
り
は
示
し
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
も
う

４
日
ほ
ど
安
静
に
し
て
い
た

方
が
い
い
」
と
判
断
。
こ
れ

に
よ
り
、
公
務
復
帰
は
１
７

日
に
延
び
た
。
ま
た
、
こ
れ

に
伴
い
、
ア
ミ
ウ
ト
ン
・
モ

ウ
ロ
ン
副
大
統
領
の
大
統
領

職
代
行
期
間
も
１
６
日
ま
で

延
び
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
術
後
、

消
化
器
内
に
ガ
ス
が
溜
ま
っ

て
腸
の
機
能
が
落
ち
た
た
め
、

ガ
ス
抜
き
の
管
が
挿
入
さ
れ

た
が
、
そ
の
管
は
既
に
外
さ

れ
て
お
り
、
固
形
物
を
食
べ

る
許
可
も
出
て
い
る
。

　

大
統
領
は
公
務
復
帰
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
向
い
て

国
連
総
会
に
参
加
す
る
意
向

だ
。
現
時
点
で
は
そ
の
予
定

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

「民主主義を守れ」と語る
　

ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
や

そ
の
他
の
判
事
た
ち
は
ド
ッ

ジ
長
官
を
歓
迎
し
、
審
理
の

冒
頭
で
彼
女
の
功
績
を
称
え

た
。「
ド
ッ
ジ
長
官
は
法
的

秩
序
と
憲
法
を
守
り
、
人
々

の
権
利
の
実
現
を
促
進
す
る

と
い
う
高
貴
な
職
務
に
、
信

念
と
勇
気
を
も
っ
て
あ
た
っ

た
」「
強
力
か
つ
独
立
し
た

検
察
抜
き
で
は
、
権
利
や
自

由
の
擁
護
は
出
来
ず
、
汚
職

と
戦
う
こ
と
も
不
可
能
だ
」

と
、
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
支
払
い
で
営
業
時
間
延
長

景
気
刺
激
策
で
最
大
５
０
０
レ

パ
ン
タ
ナ
ル
も
緊
急
事
態
宣
言

ド ッ ジ
検察庁長官

リオ市北部

バ
ジ
ン
病
院
で
火
災
が
発
生

（２）２０１９年 第５３２７号 ９月 １４日 （土曜日）

Ｃａｉｘａ

公
務
復
帰
は
１
７
日
か
ら

手
術
か
ら
は
順
調
に
回
復

ボウソナロ



　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

に
は
「
洗せ

ん

国こ
く

」
と
い
う
戦せ

ん

術じ
ゅ
つが
あ
る
そ
う
な
。
三み

つ

橋は
し

貴た
か

明あ
き

氏し

が
著ち

ょ

書し
ょ

『
移い

民み
ん

亡ぼ
う

国こ
く

論ろ
ん

』［
１
］
の
中な

か

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に

説せ
つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

洗せ
ん

国こ
く

と
は
、
支し

那な

大た
い

陸り
く

に
お
い
て
、「
他た

国こ
く

」
を
乗の

っ
取と

る
際さ

い

に
多た

用よ
う

さ
れ
る
（
多た

用よ
う

さ
れ
た
）
手し

ゅ

法ほ
う

で
あ
る
。
ま
ず

は
、
国こ

く

内な
い

の
流

り
ゅ
う

民み
ん

を
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

で
「
対た

い

象し
ょ
う

国こ
く

」
に
移い

住じ
ゅ
うさ
せ
る
。
当と

う

初し
ょ

は
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

」
と
し
て
、い
ず
れ
は

「
移い

民み
ん

」
と
し
て
、
膨ぼ

う

大だ
い

な
支し

那な

人じ
ん

を
送お

く

り
込こ

み
、
現げ

ん

地ち

に

同ど
う

化か

さ
せ
て
い
く
の
だ
。・
・
・

　
い
わ
ば
人じ

ん

口こ
う

を
利り

用よ
う

し
た
外が

い

国こ
く

侵し
ん

略り
ゃ
くだ
。［
１
，
Ｐ
８
８
］

　

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
人じ

ん

口こ
う

２
１
０
万ま

ん

人に
ん

の
う
ち
約や

く

１
８
パ
ー
セ
ン
ト
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

住じ
ゅ
う

民み
ん

で
、
い
ま
や
香ほ

ん

港こ
ん

に
ひ
っ

か
け
て
「
ホ
ン
ク
ー
バ
ー
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
て
い
る
。
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市し

に
い
た
っ
て
は
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

で
、
街ま

ち

の
看か

ん

板ば
ん

も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
方ほ

う

が
英え

い

語ご

よ
り
多お

お

い
。
他ひ

人と

事ご
と

で
は
な

い
、
我わ

が
国く

に

で
も
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

南な
ん

部ぶ

に
は
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
４
０
パ
ー
セ
ン
ト

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

と
い
う
団だ

ん

地ち

が
あ
る
。［
Ａ
］

　
こ
う
い
う
移い

民み
ん

が
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
得え

た
ら
、
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
票

ひ
ょ
う

田で
ん

と
な
っ
て
親し

ん

中ち
ゅ
う

議ぎ

員い
ん

を
増ふ

や
し
た
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

議ぎ

員い
ん

を
当と

う

選せ
ん

さ
せ
た
り
し
て
、
政せ

い

治じ

に
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くを
持も

つ
。
た
と
え
ば
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市し

の
前ぜ

ん

市し

長ち
ょ
うエ
ド
ウ
ィ
ン
・
リ
ー
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

移い

民み
ん

二に

世せ
い

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
建た

て
た
慰い

安あ
ん

婦ふ

像ぞ
う

の
寄き

贈ぞ
う

を
市し

と
し
て
受う

け
入い

れ
る
決け

っ

定て
い

を
し
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

は
「
国こ

く

防ぼ
う

動ど
う

員い
ん

法ほ
う

」
で
「
外が

い

国こ
く

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うす
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

」
を
含ふ

く

め
た
す
べ
て
の
人じ

ん

民み
ん

を
国こ

く

防ぼ
う

の
た
め

に
動ど

う

員い
ん

で
き
る
と
定さ

だ

め
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
移い

民み
ん

は
外が

い

国こ
く

に
い
て
も
、
秘ひ

密み
つ

裏り

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
指し

示じ

に
従

し
た
が
っ
て
動う

ご

く
恐お

そ

れ

が
あ
る
。

　

平へ
い

成せ
い

２
０
（
２
０
０
８
）
年ね

ん

の
長な

が

野の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

３
～
４
千せ

ん

人に
ん

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
集あ

つ

ま
っ
て
、
巨き

ょ

大だ
い

な
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
っ

旗き

を
林り

ん

立り
つ

さ
せ
た
。
こ
れ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
指し

示じ

で
あ
ろ
う
。

そ
の
一い

ち

部ぶ

が
暴ぼ

う

徒と

化か

し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
イ
グ
ル
を
支し

援え
ん

す

る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

グ
ル
ー
プ
を
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

し
、
数す

う

十じ
ゅ
う

人に
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
負ふ

傷し
ょ
うし
た
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
派は

手で

な
事じ

件け
ん

を
起お

こ
さ
な
く
と
も
、
在ざ

い

日に
ち

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

が
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
得え

れ
ば
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
た
め

の
働は

た
らい
て
く
れ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

議ぎ

員い
ん

を
当と

う

選せ
ん

さ
せ
て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

が
気き

が
つ
か
な
い
う
ち
に
地ち

方ほ
う

議ぎ

会か
い

を
左さ

右ゆ
う

で
き
る
。
こ
れ
も

「
洗せ

ん

国こ
く

」
の
一い

ち
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。

外が
い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

問も
ん

題だ
い

で
学ま

な

ぶ
国こ

っ

家か

観か
ん

２０１９年
ねん

６月
がつ

９日
か

版
ばん

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

は
こ
う
し
た
問も

ん

題だ
い

を
孕は

ら

ん
で
い
る
の
だ
が
、

中ち
ゅ
う

学が
く

公こ
う

民み
ん

で
は
ど
う
教お

し

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
東と

う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

版ば
ん

中ち
ゅ
う

学が
く

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

（
東と

う

書し
ょ

）
で
は
、「
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

」
の
項こ

う

に

「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

」
の
コ
ラ
ム
を
設も

う

け
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て

い
る
。

　
日に

本ほ
ん

で
は
、
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

は
国こ

く

民み
ん

の
権け

ん

利り

と
し
て
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

を

持も

つ
人ひ

と

の
み
に
認み

と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対た

い

し
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
、
一い

っ

定て
い

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

の
下も

と

、
一ひ

と

人り

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

と
し
て
地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
認み

と

め
る
べ
き
だ
と
い
う
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
。［
２
，　

Ｐ
５
６
］

　
「
日に

本ほ
ん

で
は
」
と
こ
と
さ
ら
に
書か

か
れ
る
と
、
さ
も
世せ

界か
い

の

大た
い

勢せ
い

は
違ち

が

う
の
か
、
と
思お

も
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
上う

え

で
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
、一い

っ

定て
い

条じ
ょ
う

件け
ん

の
下も

と

、地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
求も

と

め
る
べ
き
」

と
い
う
意い

見け
ん

を
聞き

か
さ
れ
れ
ば
「
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

の
大た

い

勢せ
い

か
ら

遅お
く

れ
た
国く

に

で
、
日に

本ほ
ん

に
住す

ん
で
い
る
の
に
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

も
与あ

た

え
な
い

の
は
差さ

別べ
つ

だ
」
と
思お

も

い
込こ

む
生せ

い

徒と

も
出で

て
く
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
点て

ん

で
、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

版ば
ん

（
育い

く

鵬ほ
う

）
で
は
「
Ｅ
Ｕ
加か

盟め
い

国こ
く

の

外が
い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

」
と
題だ

い

し
た
３
分ぶ

ん

の
１
頁ペ

ー
ジ
ほ
ど
の
コ
ラ
ム
で
、

次つ
ぎ

の
よ
う
に
原げ

ん

則そ
く

と
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
い

る
。

　
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

は
本ほ

ん

来ら
い

、
国こ

っ

家か

の
構こ

う

成せ
い

員い
ん

の
み
に
認み

と

め
ら
れ
る
権け

ん

利り

で
す
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

で
も
「
国こ

く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

」（
１
５
条

じ
ょ
う

（
１
））
と
さ
れ
て
い
ま
す
。［
３
，　
Ｐ
７
５
］

　

憲け
ん

法ぽ
う

１
５
条じ

ょ
う
（
１
）
は
「
公こ

う

務む

員い
ん

を
選せ

ん

定て
い

し
、
及お

よ

び
こ
れ

を
罷ひ

免め
ん

す
る
こ
と
は
、
国こ

く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

で
あ
る
」
と
謳う

た

っ
て

お
り
、
地ち

方ほ
う

議ぎ

員い
ん

も
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

長ち
ょ
うも
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

も
、
み
な
公こ

う

務む

員い
ん

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
選せ

ん

挙き
ょ

で
の
「
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

は
国こ

く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

」
と
明め

い

確か
く

に
規き

定て
い

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

の
判は

ん

決け
つ

事じ

例れ
い

で
も
、
こ
れ
ま
で
に
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
国こ

く

政せ
い

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

、
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

、
国こ

く

政せ
い

被ひ

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

（
選せ

ん

挙き
ょ

に
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
て
選え

ら

ば
れ
る
権け

ん

利り

）
を
求も

と

め
る
訴う

っ
た
え
を
起お

こ
し
た
が
、
い
ず

れ
も
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

に
お
い
て
棄き

却き
ゃ
くさ
れ
て
い
る
。
こ
の
点て

ん

を
、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

版ば
ん

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

（
自じ

由ゆ
う

）
は
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
在ざ

い

日に
ち

韓か
ん

国こ
く

人じ
ん

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

、
日に

本ほ
ん

居き
ょ

住じ
ゅ
う

外が
い

国こ
く

人じ
ん

）
の
日に

本ほ
ん

に
永え

い

住じ
ゅ
うま
た
は
在ざ

い

住じ
ゅ
うす
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に

対た
い

し
て
は
、
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

や
公こ

う

務む

員い
ん

と
な
る
権け

ん

利り

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
保ほ

障し
ょ
うさ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対た

い

し
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
与あ

た

え

な
い
の
は
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

１
４
条じ

ょ
うの
法ほ

う

の
も
と
の
平

び
ょ
う

等ど
う

に
反は

ん

す
る
と
の

訴う
っ
たえ
が
起お

こ
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
１
９
９
５
年ね

ん

、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
主し

ゅ

旨し

の
判は

ん

決け
つ

を
下く

だ

し
、
訴う

っ
たえ
を
退し

り
ぞけ
た
。

　
「
憲け

ん

法ぽ
う

は
第だ

い

１
５
条じ

ょ
う
で
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

と
し
て
い
る
。
ま
た
憲け

ん

法ぽ
う

９
３
条じ

ょ
うに
規き

定て
い

さ
れ
た
地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

を
有ゆ

う

す
る
住

じ
ゅ
う

民み
ん

と
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

で
あ
る
。
わ
が
国く

に

に
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

す
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
付ふ

与よ

し
な
く
て
も
合ご

う

憲け
ん

で
あ
る
」

　
こ
の
判は

ん

決け
つ

は
、
日に

本ほ
ん

の
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
付ふ

与よ

し
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
付ふ

与よ

し
な
い
こ
と
は
、
合ご

う

憲け
ん

で
あ
り
、
権け

ん

利り

の
平

び
ょ
う

等ど
う

・

不ふ

平び
ょ
う

等ど
う

の
問も

ん

題だ
い

で
は
な
い
こ
と
を
示し

め

し
た
。

　
し
か
し
、
現げ

ん

在ざ
い

も
日に

本ほ
ん

に
永え

い

住じ
ゅ
うま
た
は
在ざ

い

住じ
ゅ
うす
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
付ふ

与よ

す
る
か
、
付ふ

与よ

し
な
い
か
、
議ぎ

論ろ
ん

が

続つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
。［
４
，　
Ｐ
６
８
］

　
こ
の
よ
う
に
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

の
問も

ん

題だ
い

で
も
、
憲け

ん

法ぽ
う

規き

定て
い

、

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

判は
ん

例れ
い

と
い
う
大だ

い

前ぜ
ん

提て
い

を
き
ち
ん
と
説せ

つ

明め
い

し
た
上う

え

で
、

「
議ぎ

論ろ
ん

が
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
」
と
追つ

い

加か

す
る
こ
と
で
、
生せ

い

徒と

も

「
公こ

う

民み
ん

」
と
し
て
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
正た

だ

し
く
考か

ん
が
え
て
い
く
事こ

と

が
で

き
る
。

　
こ
の
点て

ん

で
、
東と

う

書し
ょ

は
「
国こ

く

民み
ん

が
政せ

い

治じ

に
参さ

ん

加か

す
る
権け

ん

利り

が

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

で
す
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
だ
け
で
、
そ
の
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

が
「
国こ

く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

」
で
あ
る
事こ

と

は
明め

い

記き

し
て
い
な
い
。
こ
う
い
う

大だ
い

前ぜ
ん

提て
い

を
教お

し

え
る
こ
と
は
、
公こ

う

民み
ん

教き
ょ
う

育い
く

の
根こ

ん

幹か
ん

な
の
だ
が
。

　

何な
ん

の
論ろ

ん

拠き
ょ

も
示し

め

さ
ず
に
「
～
と
い
う
意い

見け
ん

が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
言い

い
方か

た

は
東と

う

書し
ょ

の
お
気き

に
入い

り
の
よ
う
で
、「
一い

っ

方ぽ
う

で
、

自じ

衛え
い

隊た
い

は
憲け

ん

法ぽ
う

第だ
い

９
条じ

ょ
うの
考か

ん
が
え
方か

た

に
反か

え

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」
と
か
「
こ
の
よ
う
な
自じ

衛え
い

隊た
い

の

海か
い

外が
い

派は

遣け
ん

に
つ
い
て
は
慎し

ん

重ち
ょ
うな
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」
な
ど
と
い

う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

を
、今い

ま

ま
で
も
こ
の「
公こ

う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ
」シ
リ
ー

ズ
で
批ひ

判は
ん

し
て
き
た
。［
Ｂ
］

　

そ
も
そ
も
論ろ

ん

拠き
ょ

も
示し

め

す
事こ

と

な
く
「
～
と
い
う
意い

見け
ん

が
あ
り

ま
す
」
と
い
う
だ
け
な
ら
、「
肉に

く

食し
ょ
くは
禁き

ん

止し

す
べ
き
だ
と
い
う

意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」
と
か
「
完か

ん

全ぜ
ん

な
非ひ

武ぶ

装そ
う

平へ
い

和わ

を
目め

指ざ

す

べ
き
だ
と
い
う
意い

見け
ん

も
あ
り
ま
す
」
な
ど
と
、何な

ん

で
も
言い

え
る
。

い
く
ら
少

し
ょ
う

数す
う

意い

見け
ん

で
も
、
そ
う
い
う
意い

見け
ん

が
あ
る
事こ

と

自じ

体た
い

は

「
事じ

実じ
つ

」
で
は
あ
る
か
ら
、
虚き

ょ

偽ぎ

の
記き

述じ
ゅ
つで
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
欺ぎ

瞞ま
ん

が
隠か

く

さ
れ
て
い
る
。

　

あ
る
問も

ん

題だ
い

で
対た

い

立り
つ

す
る
意い

見け
ん

が
あ
る
な
ら
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
論ろ

ん

拠き
ょ

を
き
ち
ん
と
比ひ

較か
く

し
、
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
憲け

ん

法ぽ
う

規き

定て
い

や
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

判は
ん

例れ
い

を
知し

っ
た
上う

え

で
、
生せ

い

徒と

に
ど
ち
ら
を
正た

だ

し
い
と
す
る
の
か
考

か
ん
が

え
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
自じ

分ぶ
ん

の
頭あ

た
まで
今こ

ん

後ご

の
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
あ
り
方か

た

を
考か

ん
が
え
る
「
公こ

う

民み
ん

」
を
育そ

だ

て
る
事こ

と

が
で
き

る
。

　

東と
う

書し
ょ

の
よ
う
に
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

を
与あ

た

え
る
べ
き
」
と

い
う
一い

っ

方ぽ
う

の
意い

見け
ん

だ
け
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、
し
か
も
そ
の
意い

見け
ん

が
憲け

ん

法ぽ
う

規き

定て
い

に
反は

ん

し
、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

判は
ん

例れ
い

で
も
否ひ

定て
い

さ
れ
て
い
る
と

い
う
大だ

い

前ぜ
ん

提て
い

を
教お

し

え
な
い
の
で
は
、
そ
の
方ほ

う

向こ
う

に
生せ

い

徒と

を
「
洗せ

ん

脳の
う

」
す
る
魂こ

ん

胆た
ん

が
あ
る
の
か
、
と
疑う

た
が
わ
れ
て
も
仕し

方か
た

が
な
い
。

国く
に

は
「
洗せ

ん

国こ
く

」、
国こ

く

民み
ん

は
「
洗せ

ん

脳の
う

」
で
は
、
独ど

く

立り
つ

国こ
く

は
維い

持じ

で

き
な
い
。

　

次つ
ぎ

に
、
東と

う

書し
ょ

で
「
日に

本ほ
ん

で
は
」
と
、
さ
も
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
認み

と

め
な
い
こ
と
が
日に

本ほ
ん

の
特と

く

殊し
ゅ

事じ

情じ
ょ
うで
あ
る
か
の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
点て

ん

を
考か

ん
が
え
て
み
よ
う
。
育い

く

鵬ほ
う

の
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
コ
ラ
ム
で
は
、

こ
の
点て

ん

も
事じ

実じ
つ

を
詳く

わ

し
く
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

な
ど
を
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
付ふ

与よ

し
て
い
る
国く

に

は
世せ

界か
い

で
約や

く

４
０
か
国こ

く

ほ
ど
で
す
。
そ
の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連れ

ん

合ご
う

（
Ｅ
Ｕ
）
に
加か

盟め
い

す
る
国く

に

々ぐ
に

で
す
。

　
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

と
同お

な

じ
く
、
憲け

ん

法ぽ
う

で
国こ

く

民み
ん

主し
ゅ

権け
ん

を
採さ

い

用よ
う

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
で
は

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
あ
た
え
た
州し

ゅ
うの
法ほ

う

律り
つ

が
、
地ち

方ほ
う

レ

ベ
ル
で
も
国こ

く

民み
ん

主し
ゅ

権け
ん

に
反は

ん

す
る
と
の
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

の
判は

ん

断だ
ん

に
よ
り
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
Ｅ
Ｕ
条じ

ょ
う

約や
く

の
締て

い

結け
つ

に
あ
た
り
、
他た

国こ
く

籍せ
き

の
Ｅ
Ｕ
市し

民み
ん

に
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
付ふ

与よ

す
る
こ
と
を
認み

と

め

る
条

じ
ょ
う

約や
く

を
違い

憲け
ん

と
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
両

り
ょ
う

国こ
く

は
Ｅ
Ｕ
市し

民み
ん

に
限か

ぎ

り
、
各か

っ

国こ
く

は
た
が
い
に
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

が
認み

と

め
ら
れ
る
よ
う
に
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

を
行お

こ
ない
、
Ｅ
Ｕ

条じ
ょ
う

約や
く

を
批ひ

准じ
ゅ
んし
ま
し
た
。

　
現げ

ん

在ざ
い

、
ほ
と
ん
ど
の
Ｅ
Ｕ
加か

盟め
い

国こ
く

は
こ
の
Ｅ
Ｕ
条じ

ょ
う

約や
く

に
基も

と

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の
文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの
二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでも
らい、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

って
もらえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校
や日

にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

外が
い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

は
「
国こ

っ

家か

と
は
何な

に

か
」
と
い
う

　
　
　

国こ
っ

家か

観か
ん

を
学ま

な

ぶ
た
め
の
良よ

い
例れ

い

題だ
い

な
の
だ
が
…

（３） ２０１９年第５３２７号 	 ９月	１４日	（土曜日）

づ
き
、
加か

盟め
い

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

し
て
の
み
、
Ｅ
Ｕ
市し

民み
ん

権け
ん

と
し

て
の
地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

を
相そ

う

互ご

に
認み

と

め
合あ

っ
て
い
ま
す
。
加く

わ

え
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
、
旧

き
ゅ
う

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
国こ

く

籍せ
き

を
も
つ
人ひ

と

に
対た

い

し
て
も
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

を
認み

と

め
て
い
ま
す
。［
２
，　
７
５
］

　

Ｅ
Ｕ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

と
し
て
一ひ

と
つ
の
国く

に

に
な
る
事こ

と

を
目め

指ざ

し
て
い
た
か
ら
、
相そ

う

互ご

に
地ち

方ほ
う

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
与あ

た

え
る
こ
と

は
そ
の
方ほ

う

向こ
う

に
沿そ

っ
た
政せ

い

策さ
く

で
あ
る
。
し
か
し
、「
一ひ

と
つ
の
国く

に

」

に
な
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
理り

想そ
う

は
、
ま
さ
し
く
外が

い

国こ
く

人じ
ん

移い

民み
ん

の

問も
ん

題だ
い

で
瓦が

解か
い

し
つ
つ
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

移い

民み
ん

導ど
う

入に
ゅ
う

策さ
く

に
、

文ぶ
ん

化か

や
安あ

ん

全ぜ
ん

の
面め

ん

で
耐た

え
き
れ
な
く
な
っ
た
国く

に

々ぐ
に

が
、
反は

ん

対た
い

の

声こ
え

を
上あ

げ
始は

じ

め
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見み

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
見み

た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
同お

な

じ
言げ

ん

語ご

を
用も

ち

い
る
血ち

の
繋つ

な

が
っ
た
親し

ん

戚せ
き

と
も
い
え
る
国く

に

々ぐ
に

で
あ
り
、
相そ

う

互ご

に
移い

民み
ん

が

出で

入い

り
し
て
も
、文ぶ

ん

化か

や
安あ

ん

全ぜ
ん

の
問も

ん

題だ
い

が
生し

ょ
う
ず
る
こ
と
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

の
問も

ん

題だ
い

は
、
国こ

っ

家か

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と

は
何な

に

か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
国こ

っ

家か

観か
ん

の
問も

ん

題だ
い

に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

は
国こ

く

民み
ん

だ
け
に
与あ

た

え
ら
れ
る
、
と
の
原げ

ん

則そ
く

の
妥だ

当と
う

性せ
い

を
理り

解か
い

す
る
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

を
例れ

い

に
考か

ん
が
え

る
と
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
分わ

か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

は
、
改か

い

修し
ゅ
うを
ど
う
す
る
か
、
な
ど
、
資し

産さ
ん

価か

値ち

を
保ほ

全ぜ
ん

す
る
た
め
の
意い

思し

決け
っ

定て
い

を
行お

こ
な
う
。
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

の
役や

く

員い
ん

と
し

て
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
人ひ

と

々び
と

は
、
そ
の
た
め
の
調

ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な
っ
た
り
、
案あ

ん

を
作つ

く

っ
て
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

総そ
う

会か
い

に
提て

い

案あ
ん

し
た
り
す
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
が
国こ

く

土ど

で
あ
り
、
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
国こ

く

民み
ん

、
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

は
国こ

っ

会か
い

に
あ
た
る
。
在ざ

い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一い

っ

戸こ

を

賃ち
ん

借し
ゃ
くし
て
住す

ん
で
い
る
賃ち

ん

借し
ゃ
く

人に
ん

だ
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

の
問も

ん

題だ
い

と
は
、
賃ち

ん

借し
ゃ
く

人に
ん

が
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

の
意い

思し

決け
っ

定て
い

に
参さ

ん

加か

し
た
り
、

役や
く

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

権け
ん

を
持も

つ
事こ

と

が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ど
う
す
る
か
、と
い
う
問も

ん

題だ
い

に
、そ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

を
持も

た
な
い
人ひ

と

が
口く

ち

を
挟は

さ

む
の
は
お
か
し
い
、
と

は
分わ

か
り
や
す
い
道ど

う

理り

で
あ
る
。
要よ

う

望ぼ
う

や
提て

い

案あ
ん

を
出だ

し
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
す
る
の
は
ま
だ
良よ

い
。
し
か
し
、
決け

っ

定て
い

権け
ん

は
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
持も

つ
。

　

そ
も
そ
も
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

は
、
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

住す

む
事こ

と

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

に
住す

も
う
と
す

る
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

と
、
短た

ん

期き

間か
ん

だ
け
住す

め
れ
ば
良よ

い
と
い
う
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

と
で
は
、
考か

ん
が
え
も
ニ
ー
ズ
も
異こ

と

な
っ
て
く
る
。

　

た
と
え
ば
１
０
年ね

ん

先さ
き

、
２
０
年ね

ん

先さ
き

を
考か

ん
が
え
て
、
今い

ま

の
う
ち

に
お
金か

ね

を
か
け
て
大だ

い

規き

模ぼ

改か
い

修し
ゅ
うを
し
て
お
こ
う
と
い
う
案あ

ん

に
賛さ

ん

成せ
い

す
る
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

は
少す

く

な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

が
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

で
発は

つ

言げ
ん

権け
ん

を
持も

っ
た
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資し

産さ
ん

管か
ん

理り

も

歪ゆ
が

め
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

管か
ん

理り

組く
み

合あ
い

は
、
あ
く
ま
で
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
「
自じ

分ぶ
ん

の

財ざ
い

産さ
ん

」
と
し
て
大た

い

切せ
つ

に
考か

ん
が
え
る
人ひ

と

た
ち
の
組そ

織し
き

で
あ
る
。
こ
の

「
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

」
に
あ
た
る
の
が
、
国こ

く

籍せ
き

で
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
も
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

を
認み

と
める
べ
き
」
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
あ
る
。
こ
れ
は
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

が

「
共

き
ょ
う

益え
き

費ひ

を
払は

ら

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

で
発は

つ

言げ
ん

さ
せ

ろ
」
と
言い

う
の
と
同お

な

じ
理り

屈く
つ

で
あ
る
。

　

共
き
ょ
う

益え
き

費ひ

と
は
管か

ん

理り

人に
ん

の
給

き
ゅ
う

与よ

や
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保ほ

守し
ゅ

費ひ

用よ
う

に

あ
た
る
。
賃ち

ん

貸た
い

人に
ん

も
、
管か

ん

理り

人に
ん

の
サ
ー
ビ
ス
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

利り

用よ
う

な
ど
の
「
共

き
ょ
う

通つ
う

の
益え

き

」
を
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

し
て
い
る
か
ら
、「
共

き
ょ
う

益え
き

費ひ

」
を
負ふ

担た
ん

す
る
の
が
当と

う

然ぜ
ん

な
の
だ
。
そ
れ
を
払は

ら

う
こ
と
と
、

管か
ん

理り

組く
み

合あ
い

に
参さ

ん

加か

す
る
こ
と
は
別べ

つ

の
話は

な
しで
あ
る
。

　

国く
に

の
税ぜ

い

金き
ん

も
、
警け

い

察さ
つ

や
消

し
ょ
う

防ぼ
う

、
軍ぐ

ん

隊た
い

に
安あ

ん

全ぜ
ん

を
守ま

も

っ
て
貰も

ら

い
、

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
無む

料り
ょ
うの
教

き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
、
公こ

う

園え
ん

や
図と

書し
ょ

館か
ん

を
使つ

か

う
、
と
い
う
「
共

き
ょ
う

益え
き

」
の
た
め
の
費ひ

用よ
う

な
の
だ
。
国こ

く

籍せ
き

に
関か

か

わ

り
な
く
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

に
住す

む
以い

上じ
ょ
うは
そ
の
「
共

き
ょ
う

益え
き

費ひ

」
を
払は

ら

う

の
は
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
り
、
そ
れ
と
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

と
は
関か

ん

係け
い

が
な
い
。

　

ま
た
「
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
与あ

た

え
る

べ
き
」
と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
裏う

ら

返が
え

せ
ば
、「
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

っ
て
い
な
い

人ひ
と

々び
と

は
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
持も

つ
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
貧び

ん

乏ぼ
う

人じ
ん

に
は
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
渡わ

た

す
な
、
と
言い

う
の
か
。

　

ど
こ
の
国く

に

で
も
、
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

は
有ゆ

う

産さ
ん

階か
い

級き
ゅ
うか
ら
始は

じ

ま
っ
て
、
次し

第だ
い

に
納の

う

税ぜ
い

有う

無む

に
関か

ん

係け
い

な
い「
普ふ

通つ
う

選せ
ん

挙き
ょ

」に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
っ
た
。

財ざ
い

産さ
ん

の
多た

寡か

や
納の

う

税ぜ
い

の
有う

無む

に
関か

ん

係け
い

な
く
、
国こ

く

民み
ん

の
権け

ん

利り

と

し
て
平

び
ょ
う

等ど
う

に
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
持も

つ
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
近き

ん

代だ
い

的て
き

な

「
国こ

く

民み
ん

主し
ゅ

権け
ん

」
で
あ
る
。
そ
れ
は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

、
す
な
わ
ち
「
非ひ

国こ
く

民み
ん

」
は
主し

ゅ

権け
ん

に
関か

ん

与よ

さ
せ
な
い
、
と
い
う
意い

味み

を
含ふ

く

ん
で
い

る
。

　

以い

上じ
ょ
うの
よ
う
に
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

は
「
国こ

っ

家か

と
は
何な

に

か
」

と
い
う
国こ

っ

家か

観か
ん

を
考か

ん
が
え
る
上う

え

で
、
良よ

い
切き

り
口く

ち

と
な
る
。
マ
ン

１
．
洗せ

ん

国こ
く

用よ
う

］　
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
9
0
5
3
8
2
4
8
3
/

japanontheg0
1
-2
2
/

４
．　
『
中

ち
ゅ
う

学が
く

社し
ゃ

会か
い

新あ
た
らし
い

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

』、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

、

Ｈ
２
３

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.

a
m
a
zo
n
.co
.jp
/o
/

asin
/4
9
1
5
2
3
7
5
7
5
/

japanonthegl0
-2
2
/

２
．「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
、

         

地ち

方ほ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を

         

認み
と

め
る
べ
き
」

３
．
参さ

ん

政せ
い

権け
ん

は

　
　
「
国こ

く

民み
ん

固こ

有ゆ
う

の
権け

ん

利り

」

の
進し

ん

路ろ　
（
上じ

ょ
う
）「
洗せ

ん

国こ
く

」
へ
の
道み

ち

「
洗せ

ん

国こ
く

」
と
は
他た

国こ
く

に
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
流

り
ゅ
う

民み
ん

を
移い

住じ
ゅ
うさ
せ

て
、
や
が
て
そ
の
国く

に

を
乗の

っ
取と

る
と
い
う
、
シ
ナ
大た

い

陸り
く

で
多た

用よ
う

さ
れ
る
手し

ゅ

法ほ
う

で
あ
る
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
6
1
0
/article_6

.
htm
l

Ｂ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
０
９
２
）　

公こ
う

民み
ん

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

読よ

み
比く

ら

べ

（
１
１
）
：　

ま
る
で
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
な
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

　

わ
が
国く

に

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
脅

き
ょ
う

威い

も
見み

ず
、
世せ

界か
い

の
憲け

ん

法ぽ
う

の
趨す

う

勢せ
い

も
見み

な
い
「
ま
る
ド
メ
」
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

論ろ
ん

議ぎ

。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
8
1
2
/article_4

.
htm
l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

三み
つ

橋は
し

貴た
か

明あ
き

『
移い

民み
ん

亡ぼ
う

国こ
く

論ろ
ん

：　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
た
め
の
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

が
消き

え
る
！
』、
徳と

く

間ま

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
２
６

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
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o
.jp
/
o
/

asin/4
1
9
8
6
3
8
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5
2
/japanontheg0

1
-2
2
/

２
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
社し

ゃ

会か
い

公こ
う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、

東と
う

京き
ょ
う

書し
ょ

籍せ
き

、
Ｈ
２
７

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp
/
o
/

asin/4
4
8
7
1
2
2
3
3
3
/japanontheg0

1
-2
2
/

３
．　
『
新し

ん

編ぺ
ん

新あ
た
らし
い
み
ん
な
の
公こ

う

民み
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

８
．
国こ

っ

家か

観か
ん

を
学ま

な

べ
な
い
教き

ょ
う
科か

書し
ょ

４
．「
～
と
い
う
意い

見け
ん

が
あ
り
ま
す
」

　
　
と
い
う
欺ぎ

瞞ま
ん

５
．
ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も

        

憲け
ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

６
．
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

で

        

考か
ん
が

え
れ
ば

７
．「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
も
税ぜ

い

金き
ん

を

          

払は
ら

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

          

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
認み

と
め

る
べ
き
」

シ
ョ
ン
の
例れ

い

で
言い

え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

た

ち
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

、
す
な
わ
ち
管か

ん

理り

組く
み

合あ
い

が
国こ

っ

家か

共
き
ょ
う

同ど
う

体た
い

な
の
で
あ
る
。
賃ち

ん

借し
ゃ
く

人に
ん

は
隣り

ん

人じ
ん

と
し
て
仲な

か

良よ

く
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
が
、
あ
く
ま
で
一い

ち

時じ

的て
き

な
ゲ

ス
ト
で
あ
る
。

　

所し
ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

た
ち
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

は
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

と
い
う
経け

い

済ざ
い

的て
き

・
法ほ

う

的て
き

な
次じ

元げ
ん

に
止と

ど

ま
ら
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
愛あ

い

着ち
ゃ
くや
、
所し

ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

間か
ん

の
同ど

う

胞ほ
う

意い

識し
き

も
含ふ

く

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
あ
っ
て
こ
そ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
も
住す

み
や
す
く
な
る
。

　

東と
う

書し
ょ

の
記き

述じ
ゅ
つに
は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
外が

い

国こ
く

人じ
ん

参さ
ん

政せ
い

権け
ん

を
違い

憲け
ん

と
し
て
い
る
こ
と
、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

例れ
い

で
も
そ
れ
が
支し

持じ

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
海か

い

外が
い

で
も

同ど
う

様よ
う

に
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
る
事こ

と

が
明め

い

記き

さ
れ
て
い
な

い
。
こ
う
い
う
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

で
は
、
生せ

い

徒と

た
ち
は
健け

ん

全ぜ
ん

な
国こ

っ

家か

観か
ん

を
持も

っ
た
公こ

う

民み
ん

に
は
育そ

だ

た
な
い
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
７
４
）　

移い

民み
ん

問も
ん

題だ
い

、
二ふ

た

つ
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Novo gabinete do 
primeiro-ministro do Japão 
é divulgado oficialmente

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Novo gabinete (11/09/2019)

Os nomes do novo ga-
binete do primeiro-minis-
tro do Japão, Shinzo Abe, 
foram divulgados oficial-
mente. Ele mudou a maior 
parte dos postos, nomean-
do 13 caras novas.
Trata-se da primeira rees-
truturação desde a eleição 
para a Câmara Alta do Par-
lamento, em julho. O plei-
to fez com que a coalizão 
governista perdesse assen-

tos, mas mantivesse uma 
sólida maioria.
Toshimitsu Motegi é o 
novo ministro dos Negó-
cios Estrangeiros. Ele já 
era conhecido nos círcu-
los internacionais como 
o principal negociador do 
país na Parceria Transpa-
cífica e em um acordo co-
mercial entre o Japão e os 
Estados Unidos.
Motegi substituiu a Taro 

Kono. Este, por sua vez, 
assumiu o Ministério da 
Defesa.
Abe manteve dois nomes 
de peso em seu gabinete. O 
vice-premiê e ministro das 
Finanças Taro Aso e o se-
cretário-chefe de gabinete 
Yoshihide Suga continu-
am à frente dos cargos que 
ocupam desde o retorno de 
Shinzo Abe ao poder, em 
2012.

O novato Shinjiro Koizu-
mi assumiu o cargo de mi-
nistro do Meio Ambiente. 
Filho do ex-primeiro-mi-
nistro Junichiro Koizumi, 
ele é uma das estrelas em 
ascensão dentro do Parti-
do Liberal Democrático 
(PLD). Aos 38 anos de 
idade, Koizumi é o tercei-
ro ministro mais jovem do 
país no período do pós-
guerra.

Mais de 180 mil casas continuam sem energia 
elétrica na província japonesa de Chiba

Chiba (13/09/2019)

Mais de 180 mil residên-
cias, na província de Chi-
ba, ainda estão sem eletri-
cidade, segundo dados de 
6h30 da tarde de sexta-fei-
ra, após o tufão Faxai ter 
causado apagão na região 
da Grande Tóquio no iní-
cio desta semana.
A tempestade deixou até 
640 mil casas sem energia 
elétrica na província. Duas 

pessoas teriam morrido ví-
timas de hipertermia.
A Companhia de Energia 
Elétrica de Tóquio, Tepco, 
planejava restaurar a eletri-
cidade nas cidades de Chi-
ba, Yachiyo, Yotsukaido, 
Inzai e Ichihara até o final 
de quinta-feira.
Contudo, a companhia 
anunciou que o trabalho só 
foi concluído nas cidades 

Equipe nacional do Japão faz 
os últimos treinamentos para 
a Copa do Mundo de Rugby

Tokyo Game Show é aberto à 
imprensa

Rugby  (13/09/2019)

Tokyo Game Show  (12/08/2019)

A equipe nacional de ru-
gby do Japão realizou uma 
sessão de treinamento, fal-
tando uma semana para a 
abertura da Copa Mundial 
de Rugby no Japão.
O torneio terá início no dia 
20 de setembro, pela pri-
meira vez na Ásia.
O time, liderado pelo capi-
tão Michael Leitch, treinou 
em Tóquio, nesta sexta-

Jornalistas puderam con-
ferir de antemão o Tokyo 
Game Show, que apresen-
ta serviços de streaming e 
tecnologia de comunicação 
ultrarrápida.
Mais de 650 exibidores de 
40 países e territórios par-
ticipam de um dos maiores 
eventos mundiais da indús-
tria de jogos eletrônicos.
Visitantes podem experi-
mentar a tecnologia sem 
fio 5G em um estande da 
operadora de celulares ja-
ponesa NTT Docomo.
Segundo a empresa, 100 
pessoas podem jogar onli-
ne na mesma rede de jogos 
sem precisarem se preo-
cupar com a lentidão na 

feira. Repórteres foram 
convidados para observar 
os primeiros 15 minutos da 
sessão.
O Japão, que se posiciona 
em décimo lugar na clas-
sificação mundial, jogará 
com a vigésima colocada 
Rússia, no jogo de abertura 
que acontecerá no dia 20 
de setembro no Estádio de 
Tóquio.

transmissão de dados.
Já a gigante de eletroele-
trônicos Sony planeja lan-
çar mais títulos que podem 
ser jogados não apenas em 
consoles, mas também em 
computadores pessoais via 
serviços de streaming.
Companhias do setor se 
esforçam para expandir 
seus serviços de streaming 
antes que o Google ingres-
se no mercado ainda neste 
ano.
O Tokyo Game Show será 
aberto ao grande públi-
co, no sábado e domingo, 
no centro de convenções 
Makuhari Messe, nas pro-
ximidades da capital japo-
nesa.

de Yachiyo, Inzai e Yot-
sukaido.
Segundo a Tepco, será ne-
cessário mais tempo para 
restaurar o fornecimento 
de eletricidade para todas 
as residências afetadas na 
província.
Cerca de 17 mil casas estão 
sem energia elétrica na ci-
dade de Minamiboso, e 15 
mil em Tateyama. Aproxi-

madamente 12 mil, na ci-
dade de Kamogawa, e 12 
mil, na cidade de Kimitsu, 
também não têm eletrici-
dade.
Funcionários da provín-
cia de Chiba afirmam que 
cerca de 29 mil casas con-
tinuam sem abastecimento 
de água, segundo dados da 
tarde de sexta-feira.

Coreia do Sul planeja prestar queixa 
contra Japão junto à OMC

Coreia do Sul   (11/09/2019)

A disputa comercial en-
tre Japão e Coreia do Sul 
continua a se intensificar. O 
governo sul-coreano decla-
rou que irá apresentar uma 
queixa à Organização Mun-
dial do Comércio quanto ao 
controle de exportações do 
lado japonês.
Segundo Seul, o Japão vio-
lou leis internacionais do 
comércio ao restringir ex-
portações de três tipos de 
materiais em julho. Os pro-
dutos são utilizados na fa-
bricação de produtos de tec-

nologia avançada, inclusive 
semicondutores.
A ministra do Comércio da 
Coreia do Sul, Yoo Myun-
g-hee, afirmou que a ação 
japonesa tem motivação po-
lítica e seria discriminatória 
contra seu país. Disse ainda 
que ela estaria ligada a de-
cisões de tribunais sul-co-
reanos quanto a trabalho no 
período de guerra.
A ministra declarou que sua 
pasta planeja pedir ao go-
verno japonês que participe 
de negociações bilaterais a 

respeito da questão. A par-
ticipação é um pré-requisito 
para a apresentação do caso 
à OMC.
O governo japonês, por sua 
vez, nega ter violado regras 
da Organização Mundial do 
Comércio. Segundo o minis-
tro da Economia, Comércio 
e Indústria do Japão, Hi-
roshige Seko, estaria claro 
que suas medidas estão de 
acordo com as regras do or-
ganismo internacional. Ele 
afirmou que iria avaliar aten-
ciosamente a reivindicação 

sul-coreana, tomando as ati-
tudes apropriadas com base 
nas regras da OMC.
As autoridades japonesas 
defendem que as medidas 
foram implementadas por 
questões de segurança.
Elas afirmam que houve ca-
sos de controles indevidos 
do comércio na exportação 
de matérias primas à Coreia 
do Sul. Segundo o governo, 
materiais para a fabricação 
de semicondutores poderiam 
ser utilizados para fins mili-
tares.

Delegação de empresários do Japão pede à 
China solução da disputa comercial com os EUA

Vaticano anuncia cronograma de visita 
do papa Francisco ao Japão

China e EUA (12/09/2019)

Papa Francisco (13/09/2019)

Empresários japoneses, 
em visita anual à China, 
manifestaram ao primeiro-
ministro Li Keqiang o de-
sejo de que Pequim resol-
va a sua disputa comercial 
com Washington.
Encontrou-se quarta-fei-
ra na capital chinesa com 
Li um grupo de represen-

PO Vaticano anunciou, na 
sexta-feira, o cronograma 
da visita do papa Francisco 
ao Japão em novembro.
O papa partirá da Tailândia 
e chegará a Tóquio em 23 
de novembro. A visita terá a 
duração de 4 dias.
No dia seguinte, ele visitará 
Hiroshima e Nagasaki para 

tantes japoneses da Asso-
ciação Econômica Japão–
China. Presidida por Shoji 
Muneoka, a entidade tem 
esperança de que as duas 
maiores economias do 
mundo venham a resolver 
o conflito.
O premiê chinês respon-
deu que a China conversa-

homenagear as vítimas dos 
bombardeios atômicos de 
1945 nas duas cidades. Ele 
irá realizar uma missa em 
Nagasaki.
No dia 25 de novembro, o 
pontífice deve se encontrar 
com o imperador Naruhito 
e o premiê Shinzo Abe, em 
Tóquio, antes de celebrar 

rá com os Estados Unidos 
para tentar encontrar uma 
solução. Os representantes 
japoneses e chineses da 
associação falaram sobre 
o interesse de haver laços 
mais estreitos entre as duas 
nações asiáticas.
O presidente da entidade 
empresarial declarou: “O 

uma missa no estádio Tokyo 
Dome. O papa irá retornar 
ao Vaticano no dia seguinte.
A última visita de um papa 
ao Japão foi a de João Paulo 
II em 1981.
O papa Francisco, que as-
sumiu a posição há 6 anos, 
é conhecido como defensor 
da abolição de armas nucle-

Japão e a China vão atuar 
juntos em novos campos e 
esperamos ser capazes de 
levar adiante a atitude de 
cooperação mútua.”
O grupo de empresários e 
o primeiro-ministro Li Ke-
qiang também enfatizaram 
a importância do livre-co-
mércio para o crescimento 
da economia global.

ares.
A Santa Sé ratificou o Tra-
tado de Proibição de Armas 
Nucleares, adotado pela 
ONU em 2017.
A atenção está voltada para 
o conteúdo da mensagem do 
papa contra armas nucleares 
nas cidades que foram víti-
mas das bombas atômicas.
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「
香か

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

剣け
ん

道ど
う

部ぶ

創そ
う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

」

で
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
故こ

・
高た

か

橋は
し

増ま
す

明あ
き

さ
ん
の
娘む

す
め、
エ
ル
ザ
さ
ん

　
「
山や

ま

下し
た

先せ
ん

生せ
い

は
い
つ
も
先せ

ん

頭と
う

に
立た

っ
て
皆み

な

を
引ひ

っ
張ぱ

る
よ
う
な
方か

た

で
し
た
」。
香か

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

剣け
ん

道ど
う

部ぶ

、
洗せ

ん

心し
ん

香か

武ぶ

館か
ん

創そ
う

立り
つ

者し
ゃ

の
故こ

・
山や

ま

下し
た

晴は
る

哉か

さ
ん
に
つ
い
て
尋た

ず

ね
る
と
、
女じ

ょ

婿せ
い

で
あ
る
児こ

島じ
ま

昭あ
き

徳の
り

さ
ん
（
７
７
、
二に

世せ
い

）
は
そ
う
語か

た
っ
た
。
８
月が

つ

３
１
日に

ち

に
聖せ

い

市し

ミ
ラ
ン
ド
ー
ポ
リ
ス
区く

で
行お

こ
なわ
れ
た
「
香か

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

剣け
ん

道ど
う

部ぶ

創そ
う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

」（
高た

か

橋は
し

エ

ル
ザ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
で
は
、
同ど

う

部ぶ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
１
１
２
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
和な

ご

や
か
に
進し

ん

行こ
う

し
た
。
式し

き

典て
ん

後ご

は
剣け

ん

道ど
う

の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行お

こ
なわ
れ
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
迫は

く

力り
ょ
くの
あ
る
演え

ん

武ぶ

に
魅み

入い

り
拍は

く

手し
ゅ

喝か
っ

采さ
い

が
起お

こ
っ
た
。

は
「
父ち

ち

は
山や

ま

下し
た

先せ
ん

生せ
い

の
一い

ち

番ば
ん

の
弟で

子し

。
剣け

ん

道ど
う

ば
か
り
や
っ
て

い
て
、
家い

え

に
は
あ
ま
り
帰か

え
っ
て

来こ

な
い
人ひ

と

だ
っ
た
」
と
笑わ

ら

う
。

剣け
ん

道ど
う

の
腕う

で

は
６
段だ

ん

で
、「
厳き

び

し

す
ぎ
る
人ひ

と

で
礼れ

い

儀ぎ

に
う
る
さ

か
っ
た
が
、
家い

え

で
は
優や

さ

し
い
父ち

ち

親お
や

だ
っ
た
」
と
父ち

ち

親お
や

と
の
思お

も

い

出で

を
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

員い
ん

を
増ふ

や
し
活か

つ

動ど
う

し
て
き
た
。

現げ
ん

在ざ
い

部ぶ

員い
ん

は
約や

く

７
０
人に

ん

で
ほ

ぼ
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

。「
蛯え

び

原は
ら

先せ
ん

生せ
い

や
深ふ

か

水み
ず

先せ
ん

生せ
い

な
ど
の
ご
指し

導ど
う

の
下も

と

、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

や

世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす

る
ま
で
に
、
そ
の
実じ

つ

力り
ょ
くを
高た

か

め
て
い
ま
す
」
と
そ
の
活か

つ

躍や
く

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

ら
に
お

礼れ
い

を
述の

べ
た
。

今こ
ん

回か
い

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
の
は
、

創そ
う

立り
つ

者し
ゃ

の
故こ

・
山や

ま

下し
た

さ
ん
、

初は
じ

め
て
同ど

う

館か
ん

の
館か

ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
故こ

・
山や

ま

田だ

紀の
り

雄お

さ
ん
、
２

番ば
ん

目め

に
館か

ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
故こ

・

高た
か

橋は
し

増ま
す

明あ
き

さ
ん
の
３
人に

ん

。
山や

ま

下し
た

さ
ん
の
妻つ

ま

の
淑よ

し

子こ

さ
ん

（
東と

う

京き
ょ
う

都と

、
９
９
）、
高た

か

橋は
し

さ
ん
の
娘む

す
めの
エ
ル
ザ
さ
ん
が
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
授じ

ゅ

与よ

し
た
。

来ら
い

賓ひ
ん

ら
の
挨あ

い

拶さ
つ

後ご

、
剣け

ん

道ど
う

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行お
こ
なわ
れ
た
。
蛯え

び

原は
ら

忠た
だ

男お

師し

範は
ん

の
掛か

け
声ご

え

に
よ
り
、
初し

ょ

段だ
ん

か

ら
４
段だ

ん

ま
で
の
３
組く

み

の
部ぶ

員い
ん

ら
が
居い

合あ
い

道ど
う

、
木ぼ

く

刀と
う

の
基き

本ほ
ん

技わ
ざ

、
日に

本ほ
ん

剣け
ん

道ど
う

形か
た

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に

披ひ

露ろ
う

。
最さ

い

後ご

は
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

出
し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

経け
い

験け
ん

の
あ
る
剣け

ん

士し

ら
が
前ま

え

に
出で

て
竹し

な
い刀
を
構か

ま

え
た
。
女じ

ょ

性せ
い

剣け
ん

士し

２
人り

の
対た

い

戦せ
ん

後ご

、
６

段だ
ん

の
深ふ

か

水み
ず

節せ
つ

夫お

さ
ん
と
５
段だ

ん

の
米よ

ね

田だ

ア
ド
リ
ア
ン
さ
ん
に

よ
る
剣け

ん

道ど
う

で
は
、
甲か

ん

高だ
か

い
掛か

け
声ご

え

で
竹し

な
い刀
を
振ふ

り
下お

ろ
す

技わ
ざ

に
、
会か

い

場じ
ょ
うは
息い

き

を
飲の

ん
で

見み

守ま
も
っ
た
。

　

剣け
ん

道ど
う

５
段だ

ん

で
講こ

う

師し

を
務つ

と

め

る
深ふ

か

水み
ず

和か
ず

行ゆ
き

さ
ん
（
６
７
、

二に

世せ
い

）
に
よ
る
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

で
和な

ご

や
か
な
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

が
始は

じ

ま
っ
た
。
故こ

・
山や

ま

下し
た

さ
ん
の

　

日に

本ほ
ん

の
数か

ず

々か
ず

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
、
そ
ろ
ば
ん
日に

本ほ
ん

一い
ち
の
実じ

つ

力り
ょ
くを
持も

つ
弥や

谷た
に

拓た
く

哉や

さ
ん
（
１
８
、
早わ

稲せ

田だ

大だ
い

）

が
来ら

い

伯は
く

し
た
。
伯は

っ

国こ
く

の
そ
ろ

ば
ん
塾じ

ゅ
く
「
平へ

い

成せ
い

そ
ろ
ば
ん
ア

カ
デ
ミ
ー
」
で
教

き
ょ
う

員い
ん

を
務つ

と

め

る
道ど

う

地ち

セ
シ
リ
ア
さ
ん
、
同ど

う

塾じ
ゅ
く

生せ
い

徒と

の
岡お

か

田だ

龍り
ゅ
う

樹じ
ゅ

君く
ん

、

そ
の
母は

は

親お
や

の
ま
ゆ
み
さ
ん
と

共と
も

に
、
３
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

弥や

谷た
に

さ
ん
が
通か

よ

う
そ
ろ
ば

ん
塾じ

ゅ
く
と
平へ

い

成せ
い

そ
ろ
ば
ん
ア
カ

デ
ミ
ー
が
過か

去こ

に
交こ

う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
伯は

っ

国こ
く

に
興

き
ょ
う

味み

を
持も

ち
、
訪ほ

う

伯は
く

し
た
と
い

う
。
８
月が

つ

３
０
〜
今こ

ん

月げ
つ

６
日か

の
滞た

い

在ざ
い

で
、
平へ

い

成せ
い

そ
ろ
ば
ん

ア
カ
デ
ミ
ー
を
訪ほ

う

問も
ん

し
て
交こ

う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
た
。

　

弥や

谷た
に

さ
ん
は
７
歳さ

い

４
カ

月げ
つ

、
当と

う

時じ

最さ
い

年ね
ん

少し
ょ
うで
全ぜ

ん

国こ
く

珠し
ゅ

算ざ
ん

教き
ょ
う

育い
く

連れ
ん

盟め
い

の
段だ

ん

位い

認に
ん

定て
い

最さ
い

高こ
う

位い

十じ
ゅ
う

段だ
ん

に
合ご

う

格か
く

。
以い

後ご

、

娘む
す
め・
登と

志し

恵え

さ
ん
の
夫お

っ
と
で
あ

る
児こ

島じ
ま

さ
ん
は
、
聖せ

い

市し

の
剣け

ん

道ど
う

大た
い

会か
い

で
出で

会あ

っ
た
。「
当と

う

時じ

先せ
ん

生せ
い

は
チ
エ
テ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

（
現げ

ん

ペ
レ
イ
ラ
・
バ
レ
ッ
ト
）
に
住す

ん
で
い
た
。
あ
の
頃こ

ろ

は
聖せ

い

市し

に
集あ

つ

ま
っ
て
稽け

い

古こ

や
試し

合あ
い

を

し
て
い
た
ん
だ
」。

　

そ
の
後ご

、
児こ

島じ
ま

さ
ん
は
登と

志し

恵え

さ
ん
と
結け

っ

婚こ
ん

。
山や

ま

下し
た

さ

ん
が
道ど

う

場じ
ょ
うを
設せ

つ

立り
つ

す
る
時と

き

か

ら
門も

ん

下か

生せ
い

に
な
っ
た
。「
先せ

ん

生せ
い

は
剣け

ん

道ど
う

狂ぐ
る

い
な
人ひ

と

。
剣け

ん

道ど
う

は

８
段だ

ん

で
、
パ
ウ
リ
ス
タ
ス
ポ

ー
ツ
賞し

ょ
う
も
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
ん
で
す

よ
」。
今い

ま

は
児こ

島じ
ま

さ
ん
自じ

身し
ん

も

数か
ず

々か
ず

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

な
ど
で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
続つ

づ

け
て
い
る
。

　

そ
ろ
ば
ん
日に

本ほ
ん

一い
ちの
実じ

つ

力
り
ょ
く

が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
本ほ

ん

人に
ん

に
聞き

く
と
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗あ

ん

算ざ
ん

を
実じ

っ

際さ
い

に
見み

せ
て
く
れ
た
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗あ

ん

算ざ
ん

と
は
、
画が

面め
ん

に
数す

う

字じ

が
高こ

う

速そ
く

で
表

ひ
ょ
う

示じ

さ
れ
、

最さ
い

後ご

に
そ
の
合ご

う

計け
い

数す
う

を
答こ

た

え

る
と
い
う
も
の
。
日に

本ほ
ん

珠し
ゅ

算ざ
ん

連れ
ん

盟め
い

が
設せ

っ

定て
い

し
て
い
る
フ
ラ
ッ

シ
ュ
暗あ

ん

算ざ
ん

の
十

じ
ゅ
う

段だ
ん

合ご
う

格か
く

基き

準
じ
ゅ
ん

　ジョアン・ドリア聖
せい

州
しゅう

知
ち

事
じ

はこの日
にち

曜
よう

１５日
にち

に日
に

本
ほん

へ向
む

けて出
しゅっぱつ

発し、２０日
か

まで滞
たい

在
ざい

する予
よ

定
てい

。聖
せい

州
しゅう

への投
とう

資
し

を呼
よ

びか
けるために、東

とう

京
きょう

や名
な

古
ご

屋
や

を訪
おとず

れる。
　それに先

さき

駆
が

けて１１日
にち

、聖
せい

市
し

モルン
ビー区

く

の聖
せい

州
しゅう

政
せい

庁
ちょう

において日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

を集
あつ

めて「日
に

本
ほん

訪
ほう

問
もん

団
だん

」を発
はっ

表
ぴょう

した。参
さん

加
か

したのは野
の

口
ぐち

泰
やすし

在
ざい

聖
せい

総
そう

領
りょう

事
じ

、ブラジル日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

の石
いし

川
かわ

レナ
ト会

かい

長
ちょう

、
日
にっ

伯
ぱく

文
ぶん

化
か

連
れん

盟
めい

の吉
よし

田
だ

エドアル
ド会

かい

長
ちょう

、
県
けん

連
れん

の
市
いち

川
かわ

俊
とし

雄
お

前
ぜん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り
実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

、
企
き

業
ぎょう

家
か

からは
池
いけ

崎
ざき

博
ひろ

文
ふみ

氏
し

、
青
あお

木
き

智
ち

恵
え

子
こ

氏
し

、
中
なか

矢
や

レ
ナト氏

し

ら
も出

しゅっ

席
せき

した。

　
　
　
　
　

◎

　

そ
ろ
ば
ん
日に

本ほ
ん

一い
ち

の
実じ

つ

力
り
ょ
く

を
持も

つ
弥や

谷た
に

さ
ん
だ
が
、
そ

の
座ざ

を
維い

持じ

す
る
の
も
苦く

労ろ
う

が
あ
る
そ
う
。
そ
ろ
ば
ん

は
「
１
日に

ち

練れ
ん

習し
ゅ
うを
抜ぬ

く
と
衰

お
と
ろ

え
、
そ
れ
を
取と

り
戻も

ど

す
の
に

３
日か

か
か
る
」
と
か
。
弥や

谷た
に

さ
ん
も
、
観か

ん

光こ
う

で
伯は

っ

国こ
く

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うに
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜よ

る

は

毎ま
い

日に
ち

し
っ
か
り
練れ

ん

習し
ゅ
う
し
た
と

い
う
。
そ
ろ
ば
ん
の
大た

い

会か
い

も

子こ

ど
も
の
夏な

つ

休や
す

み
に
合あ

わ
せ

て
行お

こ
な

う
た
め
、
弥や

谷た
に

さ
ん
も

大た
い

会か
い

の
合あ

い

間ま

を
ぬ
っ
て
来き

て
い

る
。
ど
ん
な
競

き
ょ
う

技ぎ

で
も
、
頂

ち
ょ
う

点て
ん

を
維い

持じ

す
る
の
は
並な

み

大た
い

抵て
い

の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。

山や
ま

下し
た

、
山や

ま

田だ

、
高た

か

橋は
し

３
氏し

を
顕け

ん

彰し
ょ
う

世せ

界か
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

に
も
選せ

ん

手し
ゅ

輩は
い

出し
ゅ
つ

は
、
３
秒

び
ょ
う

間か
ん

に
３
桁け

た

の
数す

う

字じ

１
５
個こ

。

　

弥や

谷た
に

さ
ん
は
目め

の
前ま

え

で
こ

れ
を
余よ

裕ゆ
う

の
解か

い

答と
う

。
さ
ら
に

彼か
れ

の
公こ

う

式し
き

最さ
い

速そ
く

記き

録ろ
く

は
１
・

６
８
秒び

ょ
う。
非ひ

公こ
う

式し
き

で
は
１
・

５
秒

び
ょ
う

台だ
い

で
も
解か

い

答と
う

で
き
た
と

か
。

　

弥や

谷た
に

さ
ん
に
よ
れ
ば
特と

く

別べ
つ

な
コ
ツ
は
な
く
、「
方ほ

う

法ほ
う

は
皆み

な

同お
な

じ
。
練れ

ん

習し
ゅ
うを
重か

さ

ね
て
早は

や

く

し
て
き
た
だ
け
。
難む

ず
か
し
い
こ

「
そ
ろ
ば
ん
は
脳の

う

の
ス
ポ
ー
ツ
」

日に

本ほ
ん

一い
ち

の
弥や

谷た
に

さ
ん
初は

つ

来ら
い

伯は
く

と
は
し
て
い
な
い
」
と
穏お

だ

や
か

な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
う
か
べ
た
。

　

伯は
っ

国こ
く

の
水す

い

準じ
ゅ
んに
つ
い
て
は

「
基き

礎そ

が
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
人ひ

と

が
多お

お

く
、
レ
ベ
ル
が
高た

か

い
」
と
の
こ
と
。

　

そ
ろ
ば
ん
の
魅み

力り
ょ
くは
「
計け

い

算さ
ん

が
速は

や

く
な
る
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
くが

高た
か

ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
サ

ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
と

違ち
が

い
、
体た

い

格か
く

や
年ね

ん

齢れ
い

に
関か

ん

係け
い

な
く
成せ

い

長ち
ょ
うで
き
る
し
、
競き

そ

う

こ
と
も
で
き
る
。
そ
ろ
ば
ん
も

『
脳の

う

の
ス
ポ
ー
ツ
』
の
よ
う

な
も
の
。
で
も
お
年と

し

寄よ

り
や

小ち
い

さ
な
子こ

ど
も
が
一い

っ

緒し
ょ

に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
は
他ほ

か

に
な
か
な

か
な
い
は
ず
」
と
語か

た
っ
た
。

洗
せん

心
しん

香
か

武
ぶ

館
かん

が創
そう

立
りつ

40周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う
（７） ２０１９年第５３２７号  ９月 １４日 （土曜日）

参
さん

加
か

者
しゃ

全
ぜん

員
いん

で乾
かん

杯
ぱい

道
どう

地
ち

さん、龍
りゅう

樹
じゅ

君
くん

、弥
や

谷
たに

さん

香
か

川
が わ

県
け ん

人
じ ん

会
か い

剣
け ん

道
ど う

部
ぶ

南な
ん

米べ
い

剣け
ん

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
会か

い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
、
後こ

う

進し
ん

の
育い

く

成せ
い

に
精せ

い

を
出だ

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
剣け

ん

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
国こ

く

際さ
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

も
務つ

と

め
る
蛯え

び

原は
ら

さ
ん
は
、「
山や

ま

下し
た

先せ
ん

生せ
い

は
綺き

「日
に

本
ほん

訪
ほう

問
もん

団
だん

、出
しゅっ

発
ぱつ

だ！」

ドリア聖
せい

州
しゅう

知
ち

事
じ

のツイッターより

山
やま

下
した

淑
よし

子
こ

さん（手
て

前
まえ

中
ちゅう

央
おう

）、
児
こ

島
じま

昭
あき

徳
のり

さん（中
ちゅう

央
おう

左
ひだり

）、登
と

志
し

恵
え

さん（中
ちゅう

央
おう

右
みぎ

）

ス
ー
な
ど
で
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

を
す

る
小

し
ょ
う

農の
う

と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会か

い

議ぎ

を
開か

い

催さ
い

し
、
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

を

し
て
き
た
。「
会か

い

議ぎ

に
は
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
６
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
っ
た
。

趣し
ゅ

旨し

を
理り

解か
い

す
る
人ひ

と

が
増ふ

え

て
い
る
と
い
う
手て

ご
た
え
を

感か
ん

じ
る
。
こ
こ
ま
で
は
計け

い

画か
く

通ど
お

り
、
面め

ん

積せ
き

を
増ふ

や
せ
て
こ

ら
れ
た
。
来ら

い

年ね
ん

以い

降こ
う

も
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
ず
つ
増ふ

や
し
た
い
」

と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

品ひ
ん

に
す
れ
ば
継け

い

続ぞ
く

的て
き

に
収

し
ゅ
う

穫か
く

で
き
る
。
絶ぜ

つ

滅め
つ

種し
ゅ

を
再さ

い

生せ
い

し

つ
つ
、
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

の
形か

た
ち
で
商

し
ょ
う

品ひ
ん

樹じ
ゅ

木も
く

も
植う

え
て
原げ

ん

生せ
い

林り
ん

伐ば
っ

採さ
い

を
辞や

め
さ
せ
る
と
い
う
効こ

う

果か

的て
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
」
と

の
べ
た
。

　

２
０
１
２
年ね

ん

か
ら
８
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

で
来ら

い

伯は
く

す
る
小お

野の

瀬せ

さ
ん

は
今こ

ん

回か
い

、
８
月が

つ

２
６
日に

ち

に
到と

う

着ち
ゃ
く。
レ
ジ
ス
ト
ロ
、
セ
ッ
テ
・

バ
ー
ラ
ス
、
パ
リ
ク
エ
ラ
・
ア

は
７
年ね

ん

目め

か
ら
し
か
収

し
ゅ
う

穫か
く

が

で
き
な
い
。
今い

ま

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
止と

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
４

年ね
ん

が
か
り
で
せ
っ
か
く
１
４

農の
う

家か

、
計け

い

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

ま
で
広ひ

ろ

が
っ
た
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

の

畑は
た
けが
継け

い

続ぞ
く

し
な
い
可か

能の
う

性せ
い

が

あ
る
」
と
危き

惧ぐ

す
る
。

　

聖せ
い

州し
ゅ
う

森し
ん

林り
ん

院い
ん

元も
と

総そ
う

裁さ
い

で
、

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
伯は

っ

国こ
く

側が
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うを
務つ

と

め
る
山や

ま

添ぞ
え

源げ
ん

二じ

さ
ん
は

「
パ
ウ
ミ
ッ
ト
を
と
る
た
め
に

幹み
き

を
切せ

つ

断だ
ん

す
る
と
、
プ
プ
ー

ニ
ャ
な
ど
は
新あ

ら

た
に
横よ

こ

か
ら

枝え
だ

が
生は

え
て
く
る
が
、
ジ
ュ
サ

ラ
は
枯か

れ
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
野や

生せ
い

の
ジ
ュ
サ
ラ
椰や

子し

は

ほ
ぼ
取と

り
つ
く
さ
れ
て
し
ま
っ

た
状

じ
ょ
う

態た
い

。
今い

ま

保ほ

全ぜ
ん

し
な
い
と

絶ぜ
つ

滅め
つ

す
る
。
パ
ウ
ミ
ッ
ト
に
す

る
の
で
な
く
、
ア
サ
イ
ー
と

同お
な

じ
よ
う
に
果か

実じ
つ

部ぶ

分ぶ
ん

を
商

し
ょ
う

し
た
。

　

大た
い

西せ
い

洋よ
う

岸が
ん

森し
ん

林り
ん

は
１
９
、 

２
０
世せ

い

紀き

に
９
３
％
が
伐ば

っ

採さ
い

・
開か

い

拓た
く

さ
れ
て
し
ま
い
、
原げ

ん

生せ
い

し
て
い
た
ジ
ュ
サ
ラ
椰や

子し

は
８ 

０
年ね

ん

代だ
い

に
パ
ウ
ミ
ッ
ト
（
幹み

き

部ぶ

分ぶ
ん

）
乱ら

ん

獲か
く

に
よ
り
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
同ど

う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
そ
れ
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

作さ
く

物も
つ

に
し
て
複ふ

く

数す
う

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

作さ
く

物も
つ

を
重

じ
ゅ
う

層そ
う

的て
き

に
一ひ

とつ
の
畑は

た
けに
植う

え

る
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

を
ヴ
ァ
ー
レ
・

ド
・
リ
ベ
イ
ラ
地ち

方ほ
う

に
普ふ

及
き
ゅ
う

す
る
こ
と
で
、
共

き
ょ
う

生せ
い

型が
た

の
農の

う

法ほ
う

を
広ひ

ろ

め
て
原げ

ん

生せ
い

林り
ん

の
保ほ

全ぜ
ん

に
つ
な
げ
た
い
意い

向こ
う

だ
。

　

小お

野の

瀬せ

さ
ん
は
「
ジ
ュ
サ
ラ

あ
た
り
、「
今い

ま

よ
う
や
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成せ

い

果か

が
出で

始は
じ

め
た

と
こ
ろ
。
あ
と
３
年ね

ん

間か
ん

延の

ば

す
べ
く
延え

ん

長ち
ょ
う

申し
ん

請せ
い

を
す
る
方ほ

う

針し
ん

だ
」
と
８
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た

専せ
ん

務む

理り

事じ

の
小お

野の

瀬せ

由よ
し
一か

ずさ
ん

（
６
１
、
山や

ま

形が
た

県け
ん

）
は
説せ

つ

明め
い

　

２
０
１
４
年ね

ん

か
ら
始し

動ど
う

し

た
、
聖せ

い

州し
ゅ
うな
ど
の
大た

い

西せ
い

洋よ
う

岸が
ん

森し
ん

林り
ん

（
マ
ッ
タ
・
ア
ト
ラ
ン

チ
カ
）
の
保ほ

全ぜ
ん

再さ
い

生せ
い

と
小

し
ょ
う

農の
う

支し

援え
ん

を
目も

く

的て
き

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」（
東と

う

京
き
ょ
う

都と

）
が
実じ

っ

施し

す
る
『
ジ
ュ
サ

ラ
椰や

子し

樹じ
ゅ

を
主し

ゅ

体た
い

と
し
た
小

し
ょ
う

農の
う

の
森し

ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

推す
い

進し
ん

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
形け

い

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う』。
そ
れ
へ
の

日に

本ほ
ん

の
環か

ん

境き
ょ
う

庁ち
ょ
う

管か
ん

轄か
つ

の
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う

基き

金き
ん

か
ら
の
助じ

ょ

成せ
い

期き

間か
ん

が
今こ

年と
し

で
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うす
る
に

麗れ
い

な
剣け

ん

道ど
う

を
す
る
人ひ

と

だ
っ
た
。

今い
ま

も
そ
れ
が
残の

こ

っ
て
お
り
、

良よ

い
選せ

ん

手し
ゅ

を
輩は

い

出し
ゅ
つで
き
て
い

る
」
と
語か

た
っ
た
。

森し
ん

林り
ん

農の
う

法ほ
う

広ひ
ろ

げ
る
日に

本ほ
ん

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

現げ
ん

地ち

会か
い

議ぎ

に
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ＶＥＲＳＴＡ

セッテ・バーラス市
し

ハッポーザ村
むら

植
しょく

民
みん

地
ち

五
ご

部
ぶ

会
かい
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お
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てい
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お
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会か
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の
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が

原わ
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パ
ウ
ロ
農の

夫ぶ

男お

会か
い

長
ち
ょ
う

は
挨あ

い

拶さ
つ

で
、
洗せ

ん

心し
ん

香か

武ぶ

館か
ん

の
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